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平成29年市議会第1回臨時会
　議会構成を決定
　議長に渡辺益巳議員、副議長に村瀬正樹議員

平成29年市議会第3回定例会
　平成28年度一般会計ほか各会計決算を認定

議会による事業評価を実施、市長に提言
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臨
時
会

平成29年

第
1
回

議
長
に
渡
辺
益
巳
議
員
、

副
議
長
に
村
瀬
正
樹
議
員

議
会
の
新
体
制
決
ま
る

　

10
月
20
日
に
、
市
議
会
第
1

回
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
等
の
議

案
の
審
議
、正
副
議
長
の
選
挙
、

監
査
委
員
の
選
任
、
各
常
任
委

員
会
委
員
の
選
任
な
ど
を
行
い

閉
会
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
議
長
に
は
、
渡
辺
益

巳
議
員
、
副
議
長
に
は
、
村
瀬

正
樹
議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
選
出
の
監
査
委

員
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
牧
田
秀

憲
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
議
案
、
詳
細
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。

議 結 果審の会時臨

　平素より市議会に対しまして、格別のご理解とご協力を賜り、心より厚くお礼申し上げます。
　このたびの臨時会におきまして、議長、副議長に就任いたしました。多様な意見を集約し、公正か
つ円滑な議会運営に全力を傾けて取り組んでまいる所存です。
　市民の皆様におかれましては、引き続き議会へご理解とご支援を賜りますよう、心よりお願い申し
上げます。

議　長

渡 辺 　 益 巳
副  議  長

村 瀬 　 正 樹

議会選出監査委員

新たに選任された
牧田　秀憲議員

議案の審議結果

各委員会の構成
第1回臨時会において、各委員会の構成が下記のとおり変更されました。

議会運営委員会	 委員長：佐合	広和　副委員長：坂井	知足

	 委員：渡辺	義昌	 森	弓子　前田	孝　渡辺	孝男

文教民生常任委員会	 委員長：渡辺	孝男　副委員長：日置	祥子
	 委員：酒向	信幸	 森	弓子　柘植	宏一　坂井	知足　高井	厚　村瀬	正樹

企画建設常任委員会	 委員長：渡辺	義昌　副委員長：金井	文敏
	 委員：牧田	秀憲	 片桐	美良　前田	孝　佐合	広和　山田	栄　渡辺	益巳

議案番号 議　　　案　　　名 主　　　な　　　内　　　容 　結　　果

承第10号 専決処分の承認を求めることについて
平成29年度美濃加茂市一般会計補正予算（第6号）

2,028万円の増額、予算総額は212億6,598万7千円
10月22日の衆議院議員選挙に係る経費の増額補正 原案可決（全会一致）

議第65号 和解について
中学校の廃棄パソコンハードディスク及びデータが流出した事
案に関する地方自治法第96条第1項第12号の規定に基づく
和解の決定

原案可決（全会一致）

議第66号 議長辞職の件 議長の辞職を許可するもの 許可（全会一致）

選第3号 議長の選挙 議長辞職に伴う選挙 渡辺益巳議員　当選

議第67号 副議長辞職の件 副議長の辞職を許可するもの 許可（全会一致）

選第4号 副議長の選挙 副議長辞職に伴う選挙 村瀬正樹議員　当選

議第68号 監査委員の選任 監査委員の辞職に伴い、新たに牧田秀憲議員を選任する
ことの同意 原案同意（全会一致）

選第5号 美濃加茂市・富加町中学校組合議会議員の選挙 組合議会議員の辞職に伴う選挙 渡辺益巳議員
渡辺孝男議員　当選

みのかも市議会だより
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議 結 果審の会例定

定
例
会

平成29年

第
3
回

平
成
28
年
度
一般
会
計

ほ
か
各
会
計
決
算
を
認
定

　

市
議
会
第
3
回
定
例
会
は
、
8
月
30

日
に
開
会
し
、
9
月
22
日
ま
で
の
会
期

24
日
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
23
議
案
を
上
程
し
、
契
約

の
締
結（
議
第
60
号
）、
人
事
案
件（
議

第
61
号
・
諮
第
2
号
）、
意
見
書（
議
第

62
号
）に
つ
い
て
は
、
提
案
説
明
・
質
疑
・

採
決
を
行
い
、
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て

は
、
提
案
説
明
、
決
算
関
係
議
案
に
つ

い
て
は
、
監
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

9
月
6
、
7
、
8
日
は
、
代
表
質
問

を
含
め
、
15
人
の
議
員
が一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

　

11
日
に
は
、
各
議
案
に
対
す
る
質
疑
・

委
員
会
付
託
を
行
い
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
各
議
案
の
審
査
の
た
め
、

13
、
14
日
に
予
算
決
算
特
別
委
員
会
、

14
日
に
文
教
民
生
常
任
委
員
会
、
15
日

に
企
画
建
設
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

22
日
に
は
、
各
議
案
に
対
す
る
委
員

長
報
告
・
討
論
、
追
加
さ
れ
た
各
議
案

（
議
第
63
・
64
号
、
選
第
2
号
）の
採
決

を
行
い
閉
会
し
ま
し
た
。

承第9号
専決処分の承認を求めることについて
平成29年度美濃加茂市一般会計補正予算（第4号）

議第60号
西体育館建替本体工事の請負契約の締結

議案の概要
　1,730万7千円の増額　7月14日豪雨の被害を受けた施設
等の復旧に関する増額補正
　崩壊土砂の撤去、応急対策用のブルーシートの購入、農
業施設や河川護岸ブロックの復旧工事のほか、災害対策事
業（個人が被災し、自治会等が撤去を行った費用の一部を助
成する制度）等を増額補正したもの。
　地方自治法の規定により、7月25日に専決処分（議会の議
決の前に処理すること）されたもので、今議会で報告を受け、
承認となった。

議案の概要
　西体育館建替本体工事を行うもの。1階部分にバドミン
トンコートが3面とれる広さのアリーナの他に、ミーティ
ングルーム2部屋と21畳の和室、2階部分には140畳の柔
道場を設ける。予定価格が1億5,000万円を超える契約であ
るため、議会の議決が必要となる。

契約金額：3億8,556万円
請負者：株式会社ワタケン・ホーム
工期予定：平成31年3月25日まで

議案 クローズアップ

西体育館完成イメージ図

市内の豪雨被害状況

みのかも市議会だより
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議 結 果審の会例定

  全会一致で承認・可決・認定された議案
議案の審議結果

議案番号 議　　　案　　　名 主　　　な　　　内　　　容

承第9号 専決処分の承認を求めることについて
平成29年度美濃加茂市一般会計補正予算（第4号）

1,730万7千円の増額、予算総額は208億2,194万1千円
7月14日豪雨の被害を受けた施設等の復旧に関する増額補正（詳細は3ページ）

議第52号 美濃加茂市都市公園条例の一部を改正する条例 都市公園として新たに中之島公園を設置するため所要改正

議第53号 美濃加茂市附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例 市長の附属機関として空家等対策審議会を位置付けるとともに、非常
勤の特別職職員の報酬等についての所要改正

議第55号 平成29年度美濃加茂市一般会計補正予算（第5号）

4億2,376万6千円の増額、予算総額は212億4,570万7千円
財政調整基金への積立金、昨年度分の福祉医療費助成事業の精算に伴
う返還金、後期高齢者医療療養給付費の精算に伴う追加負担金、健康
の森整備、かわまちづくり整備事業追加工事等の増額補正

議第56号 平成29年度美濃加茂市国民健康保険会計補正予算（第1号） 2,649万5千円の増額、予算総額は65億7,225万6千円
療養給付費等負担金の超過分を返還等の増額補正等

議第57号 平成29年度美濃加茂市介護保険会計補正予算（第1号）
保険事業勘定1億24万6千円の増額、予算総額39億8,600万2千円
介護給付費準備基金への積立、介護給付費負担金、地域支援事業交付
金の返還等の増額補正

議第58号 市道路線の廃止 市道正理インター線の廃止

議第59号 市道路線の認定 市道西町512号線ほか9路線の認定

議第60号 西体育館建替本体工事の請負契約の締結 請負契約の締結について条例の規定に基づき議会の議決に付すもの
（詳細は3ページ）

議第61号 美濃加茂市教育委員会の委員の任命 任期満了に伴う後任委員の任命同意（手嶋秀人氏　新任）

議第62号 「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」の補
助率等の嵩上げ措置の継続を求める意見書

同法律の補助率等の嵩上げ措置について、平成30年度以降も継続され
るよう国へ求めるもの（全文は17ページ）

議第63号 美濃加茂市副市長の選任 任期満了に伴う副市長の選任同意（伊藤誠一氏　新任）

議第64号 全国森林環境税の創設を求める意見書 森林・林業・山村対策の強化をはかるため「全国森林環境税」の創設を
国へ求めるもの（全文は17ページ）

諮第2号 人権擁護委員の候補者の推薦 任期満了に伴う後任委員の推薦（今井直樹氏　再任）

認第5号 平成28年度美濃加茂市介護認定・
障がい者自立支援認定審査会会計歳入歳出決算認定 歳入3,566万7,137円　歳出3,283万4,281円

認第6号 平成28年度美濃加茂市古井財産区会計歳入歳出決算認定 歳入 128万5,663円　歳出101万3,964円

認第7号 平成28年度美濃加茂市山之上財産区会計歳入歳出決算認定 歳入 103万358円　歳出68万9,274円

認第8号 平成28年度美濃加茂市水道事業会計決算認定 収益的収支　収入15億3,926万6,203円　支出12億7,726万919円
資本的収支　収入 1億1,401万8,630円　支出 5億9,254万7,549円

認第9号 平成28年度美濃加茂市下水道事業会計決算認定 収益的収支　収入23億9,316万6,074円　支出22億5,166万41円
資本的収支　収入 9億8,026万4,040円　支出15億8,926万3,019円

認第10号 平成28年度可茂広域行政事務組合一般会計歳入歳出決算認定 歳入5,440万962円　歳出5,440万962円

選第2号 岐阜県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙 岐阜県後期高齢者医療広域連合規約第8条第1項の規定により選挙を行
うもの（伊藤誠一氏　当選）

【表示記号】　議決結果：◎…可決、認定　　×…否決、不認定
　　　　　　賛否状況：○…賛成　 ×…反対　 −…議長のため採決に加わらない 議 

決 
結 
果

議　　　員　　　名

渡
辺
孝
男

酒
向
信
幸

日
置
祥
子

牧
田
秀
憲

渡
辺
義
昌

坂
井
知
足

村
瀬
正
樹

渡
辺
益
巳

高
井
　
厚

佐
合
広
和

前
田
　
孝

金
井
文
敏

柘
植
宏
一

片
桐
美
良

森
　
弓
子

山
田
　
栄

議案番号
議　　　　　案　　　　　名

主　　　な　　　内　　　容

議第54号

美濃加茂市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一
部を改正する条例

◎ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ー ○個人番号を利用した情報連携が開始されたことに伴い、特法定事務の
補完、特定個人情報の適正な利用及び市民の利便性の向上を図るため
の所要改正

認第1号
平成28年度美濃加茂市一般会計歳入歳出決算認定

◎ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ー ○
歳入217億3,866万6,447円　歳出203億2,037万8,995円

認第2号
平成28年度美濃加茂市国民健康保険会計歳入歳出決算認定

◎ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ー ○
歳入61億4,274万8,812円　歳出59億9,502万7,291円

認第3号
平成28年度美濃加茂市介護保険会計歳入歳出決算認定

◎ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ー ○
歳入37億5,361万5,518円　歳出35億8,104万5,818円

認第4号
平成28年度美濃加茂市後期高齢者医療会計歳入歳出決算認定

◎ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ー ○
歳入5億5,404万4,463円　歳入5億2,124万4,993円

賛　否　の　分　か　れ　た　議　案

みのかも市議会だより
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概 要の査審算決

決算審査の概要
　事業の進捗や予算執行の状況、議会の予算審議の趣
旨が反映されているかなど、適正かつ効率的であった
か慎重にチェックしました。
　また、昨年度に引き続き、第5次総合計画に掲げる
事業について、議会として事業評価を実施し、市長に
提言を行いました。（詳細は20ページ）

《
一
般
会
計
》

問　

法
人
市
民
税
の
減
収
の
要
因
は
。

答　

税
制
改
正
に
よ
り
、
法
人
市
民
税
の

一
部
が
国
税
化
さ
れ
、
税
率
が
下
が
っ
た

こ
と
、
国
の
政
策
に
よ
り
設
備
投
資
減
税

が
行
わ
れ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

問　

地
方
消
費
税
交
付
金
の
減
収
の
要

因
は
。

答　

前
年
度
は
、
増
税
に
よ
る
駆
け
込
み

需
要
の
影
響
や
消
費
税
の
納
付
時
期
が
ず

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
分
析
し
て
お

り
、
今
年
度
は
、
こ
れ
ら
が
落
ち
つ
い
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

問　

市
営
住
宅
使
用
料
の
収
入
未
済
額
の

主
な
も
の
は
。

答　

過
年
度
分
の
滞
納
額
が
最
も
多
い
。

問　

同
使
用
料
の
収
入
未
済
額
の
回
収
方

法
は
。

答　

滞
納
者
や
連
帯
保
証
人
に
対
す
る
通

知
、
来
庁
時
の
催
告
の
ほ
か
、
弁
護
士
に

相
談
し
、
法
制
度
、
公
平
性
の
面
か
ら
滞

納
額
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
市
民
が

他
自
治
体
へ
寄
附
し
税
控
除
を
受
け
た

金
額
は
。

答　

総
額
約
6
，
8
0
0
万
円
で
、
市
税

等
に
係
る
控
除
額
は
約
2
，
8
7
0
万
円

で
あ
る
。

問　

学
校
給
食
事
業
収
入
が
増
加
し
た
要

因
と
そ
の
内
訳
は
。

答　

給
食
を
供
給
し
た
食
数
が
、
前
年
度

比
で
3.1
%
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
。
小
学
校

は
、
富
加
小
学
校
を
含
め
4
，1
6
7
人
、

中
学
校
は
、
西
・
東
・
双
葉
中
を
合
わ
せ

1
，9
0
2
人
、
可
茂
特
別
支
援
学
校
へ

4
2
7
人
供
給
し
て
い
る
。

問　

市
債
に
お
い
て
、
予
算
現
額
が

17
億
1
，8
6
0
万
円
に
対
し
、
決
算

額
が
10
億
円
に
満
た
な
い
の
は
検
討
の

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

繰
越
事
業
は
例
外
的
な
取
扱
い
で
あ

る
た
め
、
年
度
内
に
事
業
を
完
了
で
き
る

よ
う
に
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
た
い
。

問　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
用
地
造
成
事
業

に
お
け
る
弁
護
士
顧
問
委
託
料
の
不
用

額
の
理
由
と
相
談
件
数
は
。

答　

不
用
額
の
増
加
に
つ
い
て
は
、
当
初

の
事
業
見
込
み
に
対
し
、
順
調
に
進
捗
し

た
た
め
で
あ
る
。
相
談
回
数
は
2
回
ほ
ど

で
あ
っ
た
。

問　

顧
問
弁
護
士
の
活
用
に
つ
い
て
、
各

自
治
体
の
負
担
金
額
と
算
出
基
準
の
見

直
し
は
。

答　

負
担
金
は
、
本
市
が
1
2
4
万
1
千

円
、
坂
祝
町
、
富
加
町
が
40
万
5
千
円
、

川
辺
町
が
34
万
9
千
円
、
七
宗
町
が

30
万
9
千
円
、
白
川
町
が
39
万
1
千
円
、

東
白
川
村
が
29
万
5
千
円
ほ
ど
で
あ
り
、

平
成
29
年
度
に
つ
い
て
も
、
同
じ
割
合
で

あ
る
が
、
算
出
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
年

度
に
向
け
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

職
員
健
康
管
理
業
務
の
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
結
果
及
び
そ
の
効
果
は
。

答　

高
ス
ト
レ
ス
や
そ
れ
に
近
い
状
態
と

診
断
さ
れ
た
職
員
は
9
%
弱
で
、
全
国
平

均
10
%
よ
り
は
若
干
低
め
で
あ
る
。ま
た
、

調
査
自
体
を
本
人
が
判
断
し
、
専
門
機
関

へ
の
相
談
の
糸
口
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

問　

職
員
の
病
気
休
職
等
の
取
得
状
況
は
。

答　

平
成
27
年
度
に
比
べ
、減
少
し
て
い
る
。

問　

長
良
川
鉄
道
経
営
安
定
支
援
事
業
に

つ
い
て
、事
業
費
の
今
後
の
見
通
し
は
。

答　

観
光
列
車
事
業
に
つ
い
て
は
好
調
で

あ
る
が
、
枕
木
の
交
換
や
線
路
の
修
繕
の

費
用
な
ど
、
安
心
・
安
全
に
運
行
す
る
た

め
の
必
要
な
経
費
が
掛
か
り
、
市
が
負
担

す
る
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
増
加
す
る
と

見
込
ん
で
い
る
。

問　

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
事
業
に
つ
い
て
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
状
況
は
。

答　

該
当
機
器
の
画
面
が
小
さ
い
こ
と
も

あ
り
、
当
初
予
定
よ
り
活
用
が
減
少
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
が
、
防
災
会
議
や
職
員

が
外
出
す
る
際
に
、
携
帯
す
る
等
で
活
用

さ
れ
て
い
る
。

問　

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
市
議
会

で
も
導
入
を
決
定
し
て
い
る
の
で
、
執

行
部
で
も
対
応
で
き
な
い
か
。

答　

積
極
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
紙
媒

体
と
の
併
用
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
つ

い
て
、
主
な
実
績
は
。

答　

ラ
ン
チ
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
プ
レ
ス
ツ

ア
ー
な
ど
を
実
施
し
た
。
ま
た
、テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
新
聞
等
で
30
件
以
上
取
り
上
げ

ら
れ
、
広
告
換
算
額
で
3
億
7
千
万
円
ほ

ど
の
効
果
が
あ
っ
た
。

問　

交
通
安
全
対
策
事
業
の
工
事
請
負
費

の
詳
細
は
。

答　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
新
設
29
件
、
同
修

繕
14
件
、
撤
去
3
件
、
標
識
看
板
の
新
設

3
カ
所
、
同
修
繕
8
カ
所
、
交
通
安
全
柵

新
設
1
カ
所
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
路
面

標
示
で
路
肩
の
着
色
9
カ
所
、
交
差
点
の

着
色
10
カ
所
等
を
行
っ
た
。

問　

生
き
が
い
通
所
事
業
に
つ
い
て
、
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
2
カ
所
の
通
所
者
は
。

答　
「
福
寿
草
」は
、
延
べ
2
，5
6
6
人
、

みのかも市議会だより
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「
さ
わ
や
か
」
は
、
延
べ
3
，
1
1
6
人
で

あ
っ
た
。

問　

健
寿
会
活
動
事
業
に
つ
い
て
、
37
カ

所
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
人
数
は
。

答　

会
員
数
は
1
，
6
6
4
人
で
、
昨
年

度
か
ら
1
4
0
人
ほ
ど
減
っ
て
い
る
。

問　

農
林
業
費
の
多
面
的
機
能
支
払
推
進

事
業
の
交
付
金
単
価
の
見
通
し
は
。

答　

今
年
度
は
1
団
体
増
え
、
15
団
体
と

な
っ
た
。
支
払
い
は
、
農
地
維
持
、
共
同

活
動
及
び
水
路
等
を
長
寿
命
化
す
る
こ
と

に
関
す
る
単
価
が
あ
り
、
長
寿
命
化
に
つ

い
て
は
、
内
示
額
が
減
っ
て
い
る
が
、
農

地
維
持
等
に
関
し
て
は
、
要
望
ど
お
り
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
も
国
の
動
向
を
注
視

し
た
い
。

問　

み
の
か
も
健
康
の
森
維
持
管
理
事
業

に
お
け
る
、
山
頂
ま
で
の
管
理
道
路
整

備
の
状
況
は
。

答　

残
り
2
3
8
・
4
m
と
な
り
、
事
業

費
は
約
8
0
0
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　

山
頂
へ
の
管
理
道
路
の
役
割
は
。

答　

管
理
道
路
が
完
成
す
る
と
、
老
朽
化

が
進
む
「
よ
ろ
こ
び
の
砦
」
の
再
整
備
の
事

業
費
が
安
価
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

問　

平
成
姫
街
道
事
業
に
伴
う
起
業
支
援

補
助
金
に
つ
い
て
、
実
際
に
支
援
し
た

件
数
は
。

答　

相
談
件
数
延
べ
4
6
6
件
の
う
ち
、

14
人
の
方
が
開
業
さ
れ
た
。

問　

市
内
観
光
推
進
事
業
の
成
果
は
。

答　

㈱
A
N
A
総
合
研
究
所
と
の
協
定
に

よ
る
ア
ル
ザ
ス
欧
州
日
本
学
研
究
所
を
通

じ
た
フ
ラ
ン
ス
人
学
生
の
受
け
入
れ
を

行
っ
た
が
、
そ
の
学
生
が
S
N
S
で
情
報

発
信
さ
れ
た
効
果
が
大
き
か
っ
た
。ま
た
、

受
け
入
れ
後
の
報
告
書
で
も
、
様
々
な
提

案
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
今
後
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問　

消
防
団
活
動
事
業
に
つ
い
て
、現
在
、

操
法
大
会
の
練
習
場
と
し
て
中
之
島
公

園
を
活
用
し
て
い
る
が
、
今
後
、
整
備

し
て
い
く
考
え
は
。

答　

公
園
施
設
の
供
用
開
始
に
よ
り
利
用

で
き
な
く
な
る
た
め
、
中
部
台
の
給
食
セ

ン
タ
ー
駐
車
場
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

問　

地
域
防
災
力
強
化
事
業
に
お
い
て
、

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
重
要
性
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

防
災
士
の
資
格
取
得
は
有
効
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
通
常
は
、
4
日
間
の
研

修
参
加
と
費
用
約
6
万
円
が
必
要
と
な
る

場
合
も
あ
る
た
め
、
P
R
の
際
に
は
、
そ

の
点
も
含
め
周
知
し
て
い
き
た
い
。

問　

教
職
員
研
修
事
業
の
内
容
は
。

答　

各
校
の
課
題
意
識
を
持
っ
た
教
職
員

を
代
表
と
し
て
派
遣
し
、
校
内
で
成
果
を

広
げ
て
い
く
も
の
で
、
行
き
先
及
び
派
遣

者
は
画
一
で
は
な
い
。
な
お
、
予
算
の
範

囲
内
で
複
数
回
実
施
す
る
場
合
も
あ
る
。

問　

学
外
講
師
派
遣
推
進
事
業
の
地
域
人

材
を
活
用
し
た
学
習
の
具
体
例
は
。

答　

地
域
の
祭
り
に
関
わ
っ
て
い
る
方
や

高
齢
者
等
で
、
お
手
玉
な
ど
の
昔
の
遊
び

を
教
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
方
、
ホ
タ

ル
の
保
護
活
動
等
で
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
方
な
ど
の
例
が
あ
る
。

問　

給
食
材
料
費
が
前
年
度
比
1
，

2
6
4
万
３
，
７
０
０
円
高
く
な
っ
て

い
る
こ
と
の
理
由
は
。

答　

食
材
費
が
前
年
度
比
4
%
上
が
っ
て

い
る
た
め
で
あ
る
。

《
国
民
健
康
保
険
会
計
》

問　

財
政
調
整
基
金
積
立
金
に
つ
い
て
、

調
整
基
金
の
積
み
立
て
が
4
億
円
以
上

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
過
去
5
年
で

最
も
多
く
積
み
立
て
て
い
る
理
由
は
。

答　

余
っ
た
お
金
を
積
ん
で
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
運
用
益
が
多
く
出
た
た
め
で
あ
る
。

市税
84億9,899万円
39.1％ 

市税
84億9,899万円
39.1％ 

繰越金
19億5,413万円
9.0%

繰越金
19億5,413万円
9.0%

諸収入
8億1,362万円　3.7%

分担金及び負担金
4億5,828万円　2.1％

寄附金
9億7,963万円　4.5％

使用料及び手数料
2億4,700万円　1.1％

国庫支出金
22億4,554万円

10.3％

国庫支出金
22億4,554万円

10.3％

その他
9億590万円　4.2%

地方交付税
21億483万円

9.1％

地方交付税
21億483万円

9.7％

市債
9億8,533万円　4.5％

県支出金
11億9,391万円　5.6％

その他
13億5,151万円　6.2％

138億5,755万円
63.7％
138億5,755万円
63.7％

78億8,112万円
36.3％

78億8,112万円
36.3％

歳入

歳出

217億3,867万円

203億2,038万円

議会費
1億6,355万円　0.8％

消防費
6億7,383万円　3.4%

農林業費
5億9,112万円　2.9％

災害復旧費
840万円　 　    0.1％

民生費
67億843万円
33.0％

総務費
39億7,190万円
19.5％

教育費
24億6,295万円
12.1%

土木費
20億1,650万円
9.9％

公債費
16億6,871万円
8.2%

衛生費
13億6,772万円

7％

衛生費
13億6,772万円

6.7％

商工費
6億8,727万円　3.4％

依
存

財

源

自
主
財

源

平成28年度　一般会計の決算状況

概 要の査審算決

※数字は1万円以下を四捨五入しています。
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委
員
会
審
査
の
概
要

本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
各
常
任
委
員
会
に
て
詳
細
を
審
査
し
ま
し
た
。

《
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て 
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）》

問　

災
害
対
策
事
業
自
治
会
等
奉
仕
活
動

助
成
金
の
対
象
箇
所
数
及
び
助
成
ま
で

の
手
続
き
は
。

《
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
5

号
）》

問　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給
食
提
供
事

業
補
助
金
に
つ
い
て
、
今
回
補
助
対
象

と
な
っ
た
私
立
2
園
は
、
来
年
度
以
降

も
事
業
を
継
続
さ
れ
る
の
か
。

答　

今
回
は
、
当
初
予
算
計
上
時
に
間
に

合
わ
な
か
っ
た
た
め
、
補
正
対
応
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
2
園
い
ず
れ
も
継
続
す
る

予
定
と
聞
い
て
い
る
。

問　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児
童
の
把

握
方
法
は
。

答　

前
年
度
末
に
保
護
者
と
の
面
談
で
確

認
し
、
年
度
途
中
の
入
園
の
場
合
は
、
随

時
確
認
し
て
い
る
。
併
せ
て
、
保
護
者
か

ら
は
、医
師
の
証
明
書
を
提
出
い
た
だ
き
、

ど
の
食
品
を
除
去
す
る
の
か
、
十
分
確
認

し
た
上
で
対
応
し
て
い
る
。

問　

公
立
保
育
園
の
献
立
の
内
容
は
ど
の

よ
う
に
決
定
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

公
立
保
育
園
で
は
、
全
園
か
ら
要
望

を
確
認
し
、
毎
月
の
園
長
会
に
て
、
委
託

業
者
同
席
の
も
と
、
献
立
の
内
容
を
決
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
私
立
保
育
園
へ
も
、

献
立
表
を
情
報
提
供
し
て
い
る
。

問　

環
境
基
本
計
画
推
進
事
業
に
つ
い

て
、3
0
1
0
運
動
※
の
推
進
に
お
け
る

本
市
の
取
り
組
み
と
今
後
の
計
画
は
。

答　

現
在
、
国
作
成
に
よ
る
チ
ラ
シ
な
ど

を
配
布
し
、
啓
発
に
努
め
て
い
る
。
今
回

の
補
正
予
算
で
、
運
動
推
進
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
三
角
柱
を
作
成
す
る
予
定
で
あ

る
。
今
後
は
、
市
独
自
の
ポ
ス
タ
ー
等
も

作
成
し
、
周
知
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　

清
流
の
国
ふ
る
さ
と
魅
力
体
験
事
業

に
つ
い
て
、
本
事
業
の
実
施
に
至
る
経

緯
及
び
事
業
内
容
は
。

答　

県
の
委
託
事
業
で
あ
る
本
事
業
は
、

本
市
か
ら
、
県
へ
働
き
か
け
決
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
事
業
内
容
と
し
て
は
、
の

ぞ
み
教
室
の
生
徒
約
30
名
を
対
象
に
、
本

市
近
辺
の
魅
力
を
知
る
こ
と
を
目
的
に
、

中
山
道
会
館
や
杉
原
千
畝
記
念
館
、
さ
さ

ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
等
を
見
学
す
る
予

定
で
あ
る
。

《
平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険
会
計
補
正

予
算（
第
1
号
）》

問　

療
養
給
付
費
等
負
担
金
の
詳
細
は
。

答　

前
年
度
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
同
負

担
金
が
決
算
の
結
果
、
超
過
と
な
っ
た
た

め
、
超
過
額
を
返
還
す
る
も
の
で
あ
る
。

金
額
も
、
本
市
の
医
療
費
全
体
の
状
況
や

国
の
予
算
枠
に
も
影
響
さ
れ
る
も
の
で
、

年
ご
と
で
変
動
が
大
き
い
。
な
お
、
来
年

度
以
降
に
つ
い
て
も
、
過
去
3
年
間
の
実

績
に
よ
り
金
額
が
決
定
さ
れ
る
。

※
3
0
1
0
運
動
…
宴
会
等
で
の
食
べ
残

し
を
減
ら
す
た
め
、
開
始
30
分
間
と
終

了
10
分
前
は
自
席
に
戻
り
、
食
事
を
す

る
と
い
う
食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め
の
取

り
組
み
。

文
教
民
生
常
任
委
員
会

企
画
建
設
常
任
委
員
会

答　

対
象
は
９
カ
所
を
想
定
し
て
い
る
。

申
請
方
法
は
、
市
へ
自
治
会
長
よ
り
申
請

後
に
着
工
し
、
完
了
確
認
後
、
助
成
金
の

交
付
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。

問　

平
常
時
の
農
業
用
排
水
路
等
の
点
検

状
況
は
。

答　

地
域
か
ら
不
具
合
等
の
連
絡
い
た
だ

き
対
応
し
て
い
る
が
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

時
に
も
併
せ
て
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

《
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
》

問　

条
例
改
正
で
「
行
為
の
制
限
」
と
し

て
、物
品
の
販
売
を
規
定
し
た
理
由
は
。

答　

公
園
内
で
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等

の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
今
回
改
め
て
規
定
し
た
。

問　

自
然
環
境
体
験
学
習
館
内
の
シ
ャ

ワ
ー
ル
ー
ム
利
用
時
間
等
詳
細
は
。

答　

１
回
の
利
用
時
間
を
20
分
程
度
と
考

え
て
い
る
が
、
詳
細
は
、
指
定
管
理
者
が

決
定
し
た
後
、
運
営
方
法
を
含
め
決
定
し

て
い
く
。

問　

同
館
２
階
の
大
・
小
ホ
ー
ル
は
、
ど

の
よ
う
な
用
途
を
想
定
し
て
い
る
か
。

答　

大
ホ
ー
ル
は
、
研
修
室
や
自
然
学
習

な
ど
研
修
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
小
ホ
ー
ル

は
、
施
設
を
利
用
し
た
活
動
の
展
示
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
の
利
用
を
考
え
て
い
る

が
、
様
々
な
用
途
で
活
用
い
た
だ
け
る
よ

う
に
し
た
い
。

の 概 要査審会員委
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《
市
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
》

問　

今
回
設
置
さ
れ
る
「
空
家
等
対
策
審

議
会
」
の
開
催
時
期
及
び
会
議
内
容
等

の
詳
細
は
。

答　

審
議
会
は
、
審
議
事
項
が
発
生
し
た

場
合
、
随
時
開
催
す
る
。
委
員
は
、
不
動

産
関
係
団
体
の
専
門
家
等
も
加
え
、
公
平

か
つ
公
正
に
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
都
市

計
画
課
の
ほ
か
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
開
設

や
空
き
地
の
管
理
等
で
、
全
庁
的
に
問
題

解
決
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

《
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報

の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
》

問　

今
回
の
条
例
改
正
に
あ
た
っ
て
、
市

の
業
務
及
び
市
民
生
活
へ
の
影
響
は
。

答　

市
の
業
務
で
は
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
情
報
連
携
に
よ
り
、
業
務

の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
。
市
民
生
活
に
お

い
て
も
、
行
政
手
続
を
行
う
際
に
、
書
類

添
付
が
省
略
で
き
る
等
の
利
点
が
あ
る
。

問　

特
定
個
人
情
報
の
提
供
範
囲
が
拡
大

さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
、
市
の
見
解
及

び
情
報
漏
え
い
対
策
は
。

答　

法
定
事
務
を
補
完
し
た
ほ
か
、
市
独

自
の
利
用
事
務
は
、
必
要
最
小
限
度
に
留

め
た
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
系
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
独
立
し
た
回
線
と
す
る
な

ど
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
も
図
っ
た

う
え
で
の
改
正
で
あ
る
。

《
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５

号
）》

問　

公
務
災
害
認
定
事
業
に
つ
い
て
、
庁

舎
敷
地
内
で
転
倒
し
発
生
し
た
本
事
案

の
、
そ
の
後
の
改
善
策
は
。

答　

注
意
喚
起
の
看
板
の
設
置
や
チ
ェ
ー

ン
の
着
色
、
ポ
ー
ル
に
蛍
光
シ
ー
ル
を
貼

る
等
の
措
置
を
行
っ
た
。

問　

森
林
空
間
活
用
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

つ
い
て
、
事
業
の
内
容
及
び
今
回
補
正

に
至
っ
た
理
由
は
。

答　

健
康
の
森
で
の
森
林
の
利
活
用
の
た

め
、
施
設
内
に
新
し
い
遊
具
の
設
置
を
検

討
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す
る
も

の
で
あ
る
。
今
年
度
途
中
で
地
方
創
生
推

進
交
付
金
の
内
示
が
あ
っ
た
た
め
、
今
回

補
正
に
至
っ
た
。

問　

平
成
公
園
管
理
事
務
委
託
金
の
詳
細

及
び
来
年
度
以
降
の
事
業
予
定
は
。

答　

本
委
託
金
で
、
同
公
園
北
部
未
利
用

地
に
て
、
里
山
を
活
用
し
た
「
森
の
小
学

校
」
事
業
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
今

回
の
事
業
を
検
証
し
、
来
年
度
以
降
の
実

施
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

か
わ
ま
ち
づ
く
り
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
補
正
の
内
訳
及
び
工
事
が
現
予
算

で
対
応
で
き
な
か
っ
た
理
由
と
今
後
の

対
応
は
。

答　

補
正
の
内
訳
は
、
照
明
、
園
路
整
備
、

自
然
環
境
体
験
学
習
館
の
追
加
工
事
な
ど

で
あ
る
。
今
回
の
補
正
は
、
設
計
単
価
の

把
握
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
今
後
の
建
築
工
事
に
お
い
て

は
、
資
材
の
流
通
単
価
を
、
設
計
前
に
十

分
確
認
し
対
応
し
て
い
く
。

《
市
道
路
線
の
認
定
》

問　

正
理
イ
ン
タ
ー
線
の
路
線
再
編
の
詳

細
は
。

答　

国
道
４
１
８
号
線
の
一
部
が
、
国
道

41
号
線
に
重
複
す
る
路
線
と
な
る
た
め
、

そ
の
区
間
が
市
道
認
定
と
な
っ
た
。

《「
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
に
関
す

る
意
見
書
採
択
」に
関
す
る
陳
情
》

・
現
在
の
岐
阜
県
森
林
環
境
税
と
全

国
森
林
環
境
税
が
、
二
重
課
税
と

な
ら
な
い
よ
う
、
十
分
に
配
慮
さ

れ
た
形
で
の
創
設
を
求
め
る
。

自然環境体験学習館の工事の様子

今
回
の
定
例
会
を
傍
聴
さ
れ
た
方
々
か
ら

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
掲
載
し
ま
す
。

・
初
め
て
傍
聴
し
ま
し
た
が
、
美
濃
加
茂

市
に
住
ん
で
い
な
が
ら
、
知
ら
な
い
こ

と
が
多
い
と
感
じ
ま
し
た
。
色
々
な
制

度
が
あ
り
、
対
処
し
て
も
ら
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
次
回
も
機
会

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
傍
聴
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

・
防
災
の
関
係
の
質
問
が
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
し
た
。
で
き
る
こ
と
は
、
す
ぐ
に
や
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

・
防
災
備
蓄
は
万
全
に
お
願
い
致
し
ま

す
。
避
難
所
で
空
調
設
備
が
不
十

分
な
場
所
は
、
早
急
に
整
備
を
望

み
ま
す
。

・
か
わ
ま
ち
づ
く
り
整
備
事
業
の
補
正

予
算
が
あ
り
ま
し
た
。
中
之
島
公
園

に
興
味
が
あ
る
の
で
、
詳
し
く
内
容
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。
工
事
の
進
み
具
合
を
、
時
々
拝

見
し
て
い
ま
す
の
で
、
完
成
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

・
今
議
会
も
多
く
の
議
案
が
採
決
さ
れ
、

市
の
前
進
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
嬉
し

い
限
り
で
す
。
そ
ん
な
中
で
海
老
副

市
長
の
退
任
を
残
念
に
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
実
績
を
知
り
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
た
い
で
す
。
伊
藤
新
副

市
長
に
も
大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

議
会
を
傍
聴
し
ま
し
た

の 概 要査審会員委
みのかも市議会だより
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対 す るに般一政市 質 問 と 答 弁

市政一般に対する質問と答弁

　掲載する内容は、各議員が行った質問と答弁の一部を要約したもので、議員から提出された原
文を尊重して掲載しています。ご不明な点は、各議員にお尋ねください。
　また、すべての質問と答弁は、「美濃加茂市議会 議会中継」にて配信していますので、こちら
もご覧ください。
　なお、議会の公式な記録は、後日公開される会議録にてご確認ください。

15人の議員が登壇し、市政全般に対して、事務の執行状況や将来の方針などについて質問を行いました。
	 （掲載順は質問を行った順番）

■美濃加茂市議会	議会中継 　http://smart.discussvision.net/smart/minokamo/

■会議録検索システム 　http://www.kaigiroku.net/kensaku/minokamo/menu.html

■視聴方法 トップページ

9月6日、7日、8日　市政一般に対する質問

会議名から選ぶ 平成29年第3回定例会

美濃加茂市議会　議会中継

議会中継

佐
合 

広
和
議員

美
濃
加
茂
市
の
魅
力
発
信

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
る
梨

狩
り
体
験
ツ
ア
ー
や
美
濃
加
茂
発
の

盆
踊
り「
ダ
ン
シ
ン
グ
・
ヒ
ー
ロ
ー
」

の
様
な
企
画
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
加
茂
郡
の
町
村
と
連
携

し
、
各
地
の
特
産
品
を
ま
と
め
て
返

礼
品
の
対
象
に
し
て
は
ど
う
か
。

答　

議
員
が
提
案
さ
れ
た
よ
う
な
体
験

型
企
画
商
品
の
拡
大
に
努
め
、
地
域
の

魅
力
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
け
る
返
礼

品
を
更
に
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
定
住
自
立
圏
構
想
の
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
事
業
と
し
て
、
首

都
圏
に
お
い
て
、
共
同
で
ふ
る
さ
と
納

税
推
進
Ｐ
Ｒ
事
業
が
実
施
で
き
な
い
か

検
討
し
て
い
る
。

問　

大
規
模
自
然
災
害
対
策
と
し
て
、

内
陸
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
で
あ
る

本
市
は
、
津
波
の
心
配
は
な
い
。
広

域
的
な
災
害
に
対
応
す
る
後
方
支
援

拠
点
市
と
し
て
の
役
割
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
所

見
は
。

答　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
発
生
に
よ

り
、
東
日
本
大
震
災
の
同
様
な
状
況
が

太
平
洋
沿
岸
で
も
想
定
さ
れ
る
の
で
、

後
方
支
援
の
拠
点
と
な
り
う
る
候
補
地

を
抱
え
る
自
治
体
と
し
て
は
、
そ
の
役

割
に
積
極
的
に
関
与
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問　

県
道
の
街
路
樹
や
民
地
か
ら
県
道

に
は
み
出
し
て
い
る
樹
木
が
、
交
通

に
お
け
る
市
民
生
活
に
危
険
を
及
ぼ

し
て
い
る
が
、
対
策
は
取
ら
れ
て
い

る
か
。

答　

県
道
の
通
行
に
危
険
を
及
ぼ
す
樹

木
の
情
報
は
、
道
路
管
理
者
の
可
茂
土

木
事
務
所
に
場
所
等
を
伝
え
、
対
応
を

依
頼
し
て
い
る
。
民
地
か
ら
は
み
出
た

危
険
な
樹
木
は
所
有
者
に
伐
採
を
依
頼

す
る
が
、
対
応
さ
れ
な
い
場
合
は
、
県

に
お
い
て
通
行
の
支
障
に
な
ら
な
い
必

要
最
低
限
の
伐
採
が
行
わ
れ
る
。

災
害
時
の
後
方
支
援

県
道
の
樹
木
管
理

道路にはみ出した樹木

みのかも市議会だより
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対 す るに般一政市 質 問 と 答 弁

総
合
戦
略
カ
ミ
ー
ノ

渡
辺 

義
昌
議員

問　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
カ
ミ
ー
ノ
」
に
つ
い
て
、
女

性
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
の
実
現
を
目

指
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
出
会
い
・

結
婚
、
妊
娠
・
出
産
、
子
育
て
、
教

育
の
各
分
野
に
関
す
る
取
り
組
み
を

充
実
さ
せ
、
人
口
問
題
へ
の
対
応
を

図
る
こ
と
を
事
業
と
し
て
い
る
が
、

女
性
に
特
化
し
た
総
合
戦
略
か
。

答　

女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る

が
、
も
ち
ろ
ん
男
性
の
理
解
と
協
力
の

も
と
、
将
来
の
美
濃
加
茂
市
を
築
き
上

げ
て
い
く
総
合
戦
略
で
あ
る
。

問　

市
民
の
認
知
度
は
低
い
。
事
業
を

理
解
し
応
援
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
、
市
民
の
協
力
が
重
要
で
あ
る
と

思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

答　

市
民
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
女

性
を
応
援
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。
今
後
も
多
く
の
市
民
や
団
体
へ
必

要
性
を
発
信
し
て
い
く
。

問　

こ
れ
か
ら
の
活
動
は
。

答　

カ
ミ
ー
ノ
は
、
平
成
27
年
度
か
ら

31
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
対
象
期
間
と

し
て
い
る
。
今
年
度
は
３
年
目
の
中
間

時
期
に
あ
た
り
、
一
層
女
性
が
輝
く
施

策
を
推
進
し
て
い
く
。

　

な
お
、
カ
ミ
ー
ノ
推
進
委
員
が
中
心

と
な
っ
て
進
め
る
具
体
的
な
活
動
と
し

て
、女
性
を
対
象
と
し
た
講
座「
カ
ミ
ー

ノ
ス
タ
デ
ィ
ル
ー
ム
第
２
弾
」
を
９
月

下
旬
に
開
催
し
た
。
11
月
に
は
、
文
化

の
森
で
、
女
性
が
輝
き
、
笑
顔
で
交
流

で
き
る
イ
ベ
ン
ト「
カ
ミ
ー
ノ
フ
ェ
ス
」

を
開
催
す
る
。

問　

ア
ス
リ
ー
ト
達
が
事
前
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
き
る
施
設
を
提
供
す
る
オ
ン

ラ
イ
ン
ガ
イ
ド
に
、
プ
ラ
ザ
ち
ゅ
う

た
い
が
卓
球
の
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て

登
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
卓
球

の
候
補
地
は
50
カ
所
も
あ
り
、
難
し

さ
も
感
じ
た
が
、
今
後
の
方
策
は
あ

る
か
。

答　

候
補
地
が
多
く
あ
り
、
誘
致
は
難

し
い
と
感
じ
て
い
る
。
美
濃
加
茂
国
際

交
流
協
会
や
世
界
に
進
出
し
て
い
る
市

内
企
業
な
ど
に
協
力
を
お
願
い
し
、
美

濃
加
茂
市
と
つ
な
が
り
の
あ
る
国
に
対

し
て
、
可
能
な
限
り
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

問　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
連
し
た
事
業

等
の
予
定
は
あ
る
か
。

答　

本
市
に
外
国
人
住
民
が
多
い
こ
と

を
生
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
イ
ベ
ン
ト
等

が
実
施
で
き
な
い
か
考
え
て
い
き
た
い
。

問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
や
平
成
32
年
度
か
ら

小
学
校
で
必
修
化
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
の
現
況
と
今
後
の
取
り

組
み
は
。

答　

こ
れ
ま
で
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

等
を
活
用
し
た
学
習
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
お
り
、
平
成
24
年
度
か
ら
、
小

中
学
校
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
配
置
を

進
め
、
昨
年
度
で
全
校
へ
配
置
が
完
了

し
た
。
ま
た
、
環
境
の
整
備
の
一
環
と

し
て
、
電
子
黒
板
も
導
入
し
た
。
本
年

度
か
ら
２
カ
年
計
画
で
、
各
小
中
学
校

の
学
年
に
１
台
配
置
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

　

学
習
内
容
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
で

は
、
平
成
24
年
度
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
ロ

ボ
ッ
ト
等
を
操
作
す
る
学
習
を
進
め
て

い
る
。小
学
校
で
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
関
す
る
新
し
い
教
科
を
設
け
ず
、
算

数
や
理
科
な
ど
教
科
の
中
で
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た
学
習
を
意
図

的
・
計
画
的
に
進
め
、
論
理
的
に
考
え

て
い
く
力
を
高
め
て
い
く
よ
う
に
、
指

導
計
画
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

そ
の
ほ
か
、
教
職
員
の
指
導
力
向
上

を
ね
ら
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に

つ
い
て
の
教
職
員
の
研
修
を
計
画
的
に

今
後
の
学
校
教
育

山
田
　 

栄
議員

位
置
づ
け
実
施
し
て
い
る
。

問　

英
語
教
育
に
つ
い
て
、
本
市
の
考

え
は
。

答　

本
市
は
、
平
成
27
年
度
よ
り
文
部

科
学
省
に
教
育
課
程
の
特
区
申
請
を

し
、
国
の
動
き
よ
り
も
先
行
し
市
独
自

で
指
導
計
画
を
作
成
し
、
小
学
校
で
英

語
科
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
市
教
育
委
員
会
と
し
て
、

平
成
30
年
度
と
31
年
度
の
２
年
間
の
移

行
期
間
の
計
画
を
示
し
、
全
市
体
制
で

意
図
的
・
計
画
的
に
英
語
教
育
を
推
進

し
て
い
く
。教
育
課
程
の
特
区
と
し
て
、

小
学
１
・
２
年
生
は
15
時
間
、
３
・
４
年

生
は
35
時
間
の
英
語
科
を
実
施
し
、５
・

６
年
生
は
、
来
年
度
か
ら
の
２
年
間
の

移
行
期
間
中
は
、
現
在
の
指
導
時
数
か

ら
15
時
間
増
や
し
、
英
語
科
を
50
時
間

と
し
、
平
成
32
年
度
か
ら
は
70
時
間
実

施
す
る
。

　

特
に
、
小
学
校
の
英
語
科
は
、
英
語

を
使
っ
て
伝
え
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
重
視
し
て
進
め
て
い

く
。
そ
の
た
め
、
優
秀
な
英
語
指
導
の

人
材
確
保
、
講
師
増
員
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

問　

西
体
育
館
に
隣
接
す
る
消
防
団
詰

所
の
改
修
は
。

答　

個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き
、
平
成

32
年
度
に
整
備
予
定
で
あ
る
。

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

公
共
施
設

みのかも市議会だより
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対 す るに般一政市 質 問 と 答 弁

国
民
健
康
保
険
日
置 

祥
子
議員

問　

保
険
料
率
の
見
直
し
に
よ
り
、
１

世
帯
あ
た
り
約
５
千
円
安
く
な
っ
た

こ
と
は
一
定
の
評
価
を
す
る
。
国
民

健
康
保
険
の
考
え
方
や
原
理
に
つ
い

て
、
市
長
の
見
解
は
。

答　

国
民
皆
保
険
体
制
の
中
核
を
担
う

制
度
と
し
て
、
地
域
医
療
や
市
民
の
健

康
増
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
社
会
保
障
の
基
盤
と
し
て
、
被
保

険
者
の
負
担
の
あ
り
方
も
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

問　
「
平
成
29
年
度
の
保
険
料
率
に
つ

い
て
」と
い
う
市
の
チ
ラ
シ
は「
保
険

原
理
」
の
み
が
強
調
さ
れ
「
社
会
原

理
」
が
抜
け
落
ち
て
い
る
。
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
加
入
者

の
受
診
を
委
縮
さ
せ
る
の
で
は
。

答　

保
険
料
を
単
に
下
げ
る
だ
け
で
な

く
、
相
互
扶
助
の
点
か
ら
も
医
療
費
自

体
を
下
げ
る
よ
う
協
力
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

問　

モ
デ
ル
世
帯
の
提
示
例
は
、
保
険

料
が
所
得
の
２
～

２.５
カ
月
分
に
な

る
。
生
活
が
で
き
な
い
が
、
滞
納
世

帯
率
は
ど
う
か
。

答　

平
成
28
年
度
は
11
・
３
％
、
29
年

度
は
８.１
％
で
あ
る
。

問　

東
京
都
東
大
和
市
で
は
、
均
等
割

は
、
多
人
数
世
帯
の
負
担
が
重
く
な

る
の
で
、
第
３
子
以
降
は
無
料
と
し

て
い
る
。
来
年
度
以
降
の
保
険
料
値

下
げ
の
秘
策
は
。

答　

県
へ
の
納
付
金
や
激
変
緩
和
措
置

な
ど
の
適
用
も
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。

問　

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
両
方
に
対

応
で
き
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
「
共
生

型
サ
ー
ビ
ス
」
の
創
設
に
つ
い
て
、

本
市
の
対
応
は
。

答　

障
が
い
者
が
65
歳
以
上
に
な
っ
て

も
、
使
い
慣
れ
た
事
業
所
で
高
齢
者
も

障
が
い
者
も
共
に
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
必
要
性
を
十
分
に
踏

ま
え
検
討
し
て
い
く
。

問　

日
常
的
な
医
療
管
理
・
看
取
り

タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
の
機
能
を
持
っ
た

介
護
保
険
施
設「
介
護
医
療
院
」に
つ

い
て
の
計
画
は
。

答　

都
道
府
県
が
許
可
し
、
来
年
度
か

ら
創
設
さ
れ
る
施
設
で
あ
る
。
国
の
基

準
が
こ
れ
か
ら
検
討
さ
れ
る
の
で
、
現

時
点
で
は
計
画
は
な
い
。

問　

介
護
利
用
が
負
担
能
力
に
よ
っ
て

決
ま
る
現
実
の
認
識
は
。

答　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
保
険
料
上

昇
を
抑
え
る
観
点
か
ら
、
利
用
者
負
担

の
あ
り
方
は
、
制
度
の
持
続
性
を
高
め

る
も
の
で
あ
る
。

豪
雨
災
害
の
事
後
対
応

村
瀬 

正
樹 

議員

問　

災
害
場
所
の
応
急
処
置
が
、
場
所

に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
理
由
は
。

答　

土
砂
崩
れ
に
伴
う
土
砂
の
除
去
、

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
の
貼
り
付
け
等
の
応

急
処
置
は
、
崩
れ
た
場
所
の
管
理
者
が

行
う
も
の
で
、
県
管
理
の
急
傾
斜
地
擁

壁
上
部
法
面
は
県
、市
管
理
道
路
は
市
、

個
人
管
理
の
土
地
は
、
そ
の
土
地
の
所

有
者
が
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た
た
め
で
あ
る
。

問　

二
次
災
害
を
防
ぐ
た
め
の
市
の
対

応
は
。

答　

民
地
で
発
生
し
た
崖
崩
れ
の
復
旧

は
、
土
地
所
有
者
で
対
応
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
。
民
地
に
対
し
行
政
が

で
き
る
対
応
は
、
応
急
復
旧
や
土
砂
の

撤
去
に
要
す
る
費
用
の
助
成
ま
で
が
精

一
杯
と
考
え
て
い
る
。

問　

随
時
要
望
や
電
話
で
の
依
頼
に
つ

い
て
の
対
応
状
況
は
。

答　

今
回
の
災
害
復
旧
工
事
の
内
容

は
、
損
傷
し
た
施
設
の
機
能
復
旧
が
原

則
で
、
施
設
の
規
模
能
力
を
大
き
く
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
復
旧
に
つ
い

て
は
、
随
時
要
望
や
電
話
で
の
依
頼
内

容
を
加
味
し
て
、
損
傷
部
分
の
修
繕
、

水
路
の
堆
積
土
砂
撤
去
等
の
工
事
を
順

次
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
災
害
が
原
因
で
、
根
本
的
な

施
設
の
改
良
を
要
す
る
工
事
に
つ
い
て

は
、
新
年
度
予
算
に
組
み
込
み
、
要
望

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

休
日
・
夜
間
診
療
に
つ
い
て
、
輪

番
制
を
実
施
す
る
考
え
は
。

答　

夜
間
や
日
曜
日
に
診
療
さ
れ
て
い

る
病
院
も
あ
る
が
、
各
々
の
獣
医
師
の

考
え
方
や
企
業
努
力
に
よ
り
運
営
さ
れ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
県
獣
医
師
会
で

も
、
輪
番
制
に
よ
る
休
日
診
療
は
考
え

て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
本
市
に
お
い
て
も
、
夜
間
や
休
日

診
療
体
制
の
整
備
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。

豪雨被害の様子

介
護
保
険

ペ
ッ
ト
・
小
動
物
の
診
療
体
制

みのかも市議会だより
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対 す るに般一政市 質 問 と 答 弁

問　

全
国
で
は
「
も
っ
た
い
な
い
、
食

べ
ら
れ
る
」
食
品
が
年
間
６
３
２
万

ト
ン（
農
林
水
産
省
平
成
25
年
度
推

計
）も
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
食
品
ロ

ス
に
対
す
る
市
の
取
り
組
み
は
。

答　

各
家
庭
の
台
所
、
冷
蔵
庫
で
眠
っ

て
い
る
賞
味
期
限
間
近
の
食
品
・
缶
詰

な
ど
を
市
民
団
体
の
協
力
を
得
て
回
収

し
、
11
月
に
開
催
さ
れ
る
環
境
フ
ェ
ア

で
参
加
者
の
皆
様
に
配
布
す
る
取
り
組

み
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
食
品
ロ
ス

削
減
を
目
的
と
す
る
料
理
教
室
を
開
催

し
、
多
く
の
方
に
受
講
い
た
だ
い
た
。

　

３
０
１
０
運
動
推
進
事
業
に
つ
い
て

も
、
補
正
予
算
で
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
の
配
布

や
運
動
に
協
力
い
た
だ
け
る
飲
食
事
業

店
へ
の
啓
発
グ
ッ
ズ
の
購
入
等
の
経
費

を
計
上
し
た
。
今
後
も
、
日
本
人
の
文

化
と
し
て
根
付
い
て
い
る
「
も
っ
た
い

な
い
」
と
い
う
言
葉
を
大
切
に
食
品
ロ

ス
削
減
に
努
め
た
い
。

災
害
対
策
渡
辺 

孝
男
議員

問　

７
月
14
日
に
、
時
間
雨
量
89・
５

㎜
の
集
中
豪
雨
が
発
生
し
た
。
補
助

金
等
を
含
め
、
多
額
を
投
じ
て
雨
水

対
策
を
行
っ
た
、
西
中
学
校
、
東
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
整
備
の
効
果
は

確
認
さ
れ
た
か
。

答　

当
日
は
、
美
濃
加
茂
観
測
所
の
観

測
史
上
最
大
と
な
る
89
・
５
㎜
を
記
録

し
た
。

　

加
茂
川
総
合
内
水
対
策
事
業
で
設
置

し
た
雨
水
貯
留
施
設
の
現
場
状
況
を
確

認
し
、
降
雨
デ
ー
タ
に
基
づ
き
検
証
し

た
結
果
、
西
中
学
校
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
約
１
，
５
９
０
㎥
の
雨
水
が
貯
留

さ
れ
た
。

　

山
之
上
小
学
校
で
は
、
放
流
桝
の
流

下
状
況
か
ら
、
計
画
貯
留
量
の
約

７
７
０
㎥
が
貯
留
さ
れ
、
東
総
合
運
動

場
に
お
い
て
も
、
同
様
に
計
画
貯
留
量

の
約
８
５
０
㎥
が
貯
留
さ
れ
た
と
い
う

検
証
結
果
と
な
っ
た
。

　

い
ず
れ
の
施
設
も
、
排
水
を
完
了
す

る
ま
で
に
５
時
間
か
ら
９
時
間
程
度
の

時
間
を
要
し
、時
間
を
か
け
て
排
水
し
、

河
川
や
雨
水
幹
線
排
水
路
へ
一
気
に
流

れ
込
む
時
間
を
遅
ら
せ
る
こ
と
で
、
浸

水
被
害
発
生
を
抑
制
、
軽
減
す
る
効
果

が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

問　

災
害
発
生
時
の
避
難
所
で
は
、

様
々
な
情
報
を
得
る
手
段
と
し
て
Ｗ

ｉ-

Ｆ
ｉ
等
を
使
い
、
情
報
収
集
・

発
信
等
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
報

道
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
避
難
所
の

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
整
備
状
況
は
。

答　

避
難
施
設
40
カ
所
の
う
ち
、
整
備

が
さ
れ
て
い
る
施
設
は
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
、
プ
ラ
ザ
ち
ゅ
う
た
い
、
東
図

書
館
、文
化
の
森
の
計
４
カ
所
で
あ
る
。

他
の
避
難
所
も
、
順
次
検
討
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。　

問　

避
難
所
の
室
温
管
理
等
の
環
境
対

策
計
画
は
。
ま
た
、
他
自
治
体
の
状

況
は
。

答　

可
茂
管
内
の
自
治
体
で
も
空
調
設

備
が
整
っ
て
い
る
施
設
は
、
自
治
体
管

理
の
公
民
館
等
に
限
ら
れ
て
お
り
、
小

学
校
等
の
公
共
施
設
の
体
育
館
は
未
整

備
で
あ
る
。

　

県
下
の
自
治
体
に
お
い
て
も
状
況
は

同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
と
し
て

も
、
避
難
所
で
あ
る
体
育
館
に
空
調
設

備
を
設
け
る
計
画
は
持
っ
て
い
な
い
。

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

現
在
の
と
こ
ろ
は
、
大
型
エ
ア
コ
ン
の

リ
ー
ス
や
大
型
扇
風
機
の
使
用
、
氷
柱

の
設
置
、
お
茶
や
飲
料
水
、
冷
却
ジ
ェ

ル
シ
ー
ト
の
配
布
等
の
対
応
を
考
え
て

い
る
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
防
止

食
品
ロ
ス
の
削
減

渡
辺 

益
巳
議員

問　

近
年
、
高
齢
者
が
占
め
る
事
故
の

割
合
が
高
く
、
加
害
者
に
な
る
ケ
ー

ス
も
増
え
て
い
る
。
原
因
と
し
て
、

身
体
機
能
の
低
下
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ

レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
、
道
路
の
逆

走
な
ど
が
あ
り
、
重
大
事
故
が
起
き

て
い
る
。
市
と
し
て
の
対
応
策
は
。

答　

現
在
、
市
内
の
高
齢
者
免
許
保
有

者
数
は
８
，
０
２
８
人
で
あ
り
全
体
の

約
21
％
と
な
っ
て
い
る
。
市
で
は
、
運

転
免
許
証
の
自
主
返
納
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
４
月
か
ら
自
主
返

納
支
援
事
業
と
し
て
、
警
察
の
返
納
証

明
カ
ー
ド
を
取
得
さ
れ
る
と
、
あ
い
愛
バ

ス
に
無
料
で
乗
車
で
き
る
特
典
が
あ
る
。

問　

高
齢
者
先
進
安
全
自
動
車
購
入
補

助
制
度
の
補
助
対
象
件
数
は
。
ま

た
、
市
民
に
対
す
る
本
制
度
の
周
知

方
法
は
。

答　

市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
65
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
、
車
両
価
格

３
０
０
万
円
以
下
の
衝
突
被
害
軽
減
ブ

レ
ー
キ
が
搭
載
さ
れ
た
車
両
を
対
象
と

し
、
一
人
一
回
限
り
２
万
円
の
補
助
を

行
っ
て
い
る
。
８
月
末
現
在
で
、
こ
の

制
度
の
利
用
は
49
件
で
あ
っ
た
。
Ｐ
Ｒ

と
し
て
、
市
内
の
販
売
店
に
は
文
書
、

市
民
へ
は
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
る
。

食品ロスに関する取り組み

みのかも市議会だより
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対 す るに般一政市 質 問 と 答 弁

前
田
　 

孝
議員

社
会
医
療
法
人
厚
生
会
新
病
院
建
設

問　
「
美
濃
加
茂
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
テ
ィ

構
想
」の
具
体
的
な
内
容
は
。

答　

最
先
端
の
医
療
を
受
け
ら
れ
る
医

療
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
医
療
相
談
や
健

康
増
進
な
ど
の
予
防
も
含
め
、
医
療
福

祉
の
先
進
的
な
一
大
拠
点
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
、
官
民
連
携
し
て
行
う
計
画

で
あ
る
。

問　

市
長
は
共
同
会
見
に
て
、
医
療
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
を
す
る
と
発
言

し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
か
。

答　

予
防
医
療
の
視
点
か
ら
、
健
康
増

進
・
疾
病
予
防
等
を
目
的
と
し
た
機
能

を
有
す
る
施
設
や
機
会
に
つ
い
て
も
協

議
す
る
な
ど
、
皆
様
が
、
健
康
で
生
き

生
き
と
生
活
で
き
る
取
り
組
み
を
考
え

て
い
る
。

問　

病
院
建
設
に
伴
い
周
辺
地
域
の
交

通
量
増
加
が
予
想
さ
れ
る
が
、
道
路

整
備
・
交
通
安
全
の
検
討
は
。
ま
た
、

地
元
へ
の
説
明
会
は
。

答　

具
体
的
な
計
画
が
示
さ
れ
て
い
な

い
が
、市
は
当
該
施
設
整
備
に
併
せ
て
、

周
辺
道
路
の
整
備
や
地
元
へ
の
説
明
等

も
含
め
、
協
議
・
連
携
し
て
い
く
。

問　

補
助
金
の
申
し
出
は
あ
る
か
。

答　

申
し
出
は
聞
い
て
い
な
い
。

問　

道
路
・
河
川
・
農
地
等
の
被
害
件

数
は
。

答　

７
月
14
日
の
災
害
に
よ
り
、
復
旧

被
害
が
必
要
な
件
数
は
、
道
路
12
件
・

河
川
３
件
・
農
業
用
施
設
16
件
・
農
地

等
14
件
の
合
計
45
件
で
あ
っ
た
。な
お
、

台
風
５
号
に
よ
る
被
害
は
な
か
っ
た
。

問　

避
難
所
に
、
食
糧
・
飲
料
水
・
毛

布
な
ど
の
備
蓄
品
が
常
備
さ
れ
て
い

な
い
施
設
が
あ
る
が
、
常
備
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　

各
支
所
の
防
災
備
蓄
倉
庫
や
大
型

備
蓄
倉
庫
に
は
保
管
し
て
い
る
が
、
避

難
所
で
使
用
す
る
備
蓄
品
等
は
、
施
設

ご
と
に
配
備
で
き
て
い
な
い
。
避
難
所

用
備
蓄
倉
庫
の
設
置
も
含
め
て
、
順
次

整
備
す
る
計
画
を
進
め
て
い
る
。

問　

立
木
・
植
え
込
み
に
関
す
る
市
民

か
ら
の
申
し
出
件
数
は
。

答　

昨
年
度
は
21
件
あ
り
、
そ
の
う
ち

17
件
を
処
理
し
た
。

問　

通
行
の
妨
げ
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
が
、
安
全
対
策
は
。

答　

原
則
、
所
有
者
に
対
応
を
依
頼
し

て
い
る
が
、
対
応
困
難
な
場
合
は
同
意

を
得
て
、
必
要
最
小
限
の
範
囲
を
伐
採

し
て
い
る
。

健
康
増
進
施
策
金
井 

文
敏
議員

問　

元
気
で
長
生
き
し
た
い
！
誰
も
が

そ
ん
な
思
い
を
持
っ
て
い
る
と
思

う
。
平
均
寿
命
は
延
び
て
い
る
が
、

健
康
寿
命
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
少
し
ず

つ
開
い
て
い
る
。
歩
行
な
ど
日
常
生

活
に
お
け
る
身
体
活
動
は
、
寝
た
き

り
や
死
亡
を
減
少
さ
せ
る
効
果
が
あ

る
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
取
り
組

み
を
進
め
る
た
め
の
環
境
整
備
や
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
※
の
向
上
策
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入
の
考

え
は
。

答　

よ
り
多
く
の
市
民
が
、
身
近
な
運

動
と
し
て
、
歩
行
に
取
り
組
む
き
っ
か

け
や
継
続
支
援
と
な
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
に
つ
い
て
、
周
知
方
法
も
含
め
研
究

し
て
行
き
た
い
。

問　

本
年
１
月
に
、
避
難
勧
告
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
定
さ
れ
、
避

難
情
報
の
名
称
な
ど
も
変
更
さ
れ
た

が
、
具
体
的
な
影
響
は
。

答　

昨
年
の
台
風
10
号
に
よ
る
水
害
の

際
に
、
高
齢
者
施
設
に
お
い
て
「
避
難

準
備
情
報
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
伝

わ
ら
ず
、
適
切
な
避
難
行
動
が
と
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
等
が
避

難
を
開
始
す
る
段
階
で
あ
る
こ
と
を
明

確
に
す
る
な
ど
の
理
由
か
ら
「
避
難
準

備
情
報
」が「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避

難
開
始
」に
、「
避
難
指
示
」が「
避
難
指

示（
緊
急
）」に
名
称
変
更
さ
れ
た
。

問　

国
内
で
は
、
雨
量
が
一
日
１
０
０

㎜
以
上
と
な
る
日
数
が
、
増
加
傾
向

に
あ
る
。
近
年
と
20
世
紀
初
頭
の
30

年
間
と
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
日
数

は
約

１.２
倍
に
増
え
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
雨
も
最
近
で
は
、
大
気
の

状
態
が
不
安
定
な
場
合
は
、
積
乱
雲

が
発
達
し
、
強
い
雨
を
も
た
ら
し
、

局
地
的
に
数
10
㎜
程
度
の
大
雨
と
な

る
が
、
そ
の
局
地
的
大
雨
に
対
す
る

対
策
は
。

答　

最
近
の
局
地
的
大
雨
は
、
雨
が
急

に
強
く
降
り
、
数
10
分
の
短
時
間
に
、

狭
い
範
囲
に
数
10
㎜
程
度
の
雨
を
も
た

ら
す
。
ま
た
、
気
象
庁
の
「
高
解
像
度

降
水
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
」
等
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
雨
雲
の
様

子
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
予
測

が
難
し
い
局
地
的
大
雨
も
多
く
あ
る
。

今
後
も
、
情
報
収
集
に
努
め
る
と
と
も

に
、
気
象
台
と
の
連
絡
を
行
う
な
ど
し

て
、
市
民
の
安
全
確
保
を
優
先
し
た
情

報
発
信
に
努
め
た
い
。

7
月
14
日
の
豪
雨
及
び

台
風
5
号
の
被
害
状
況
と
防
災

局
地
的
大
雨
の
対
策

※
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
…
意
欲
向
上
や
目
標

達
成
の
た
め
の
刺
激
策

みのかも市議会だより
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対 す るに般一政市 質 問 と 答 弁

問　

来
年
度
に
向
け
て
、紹
介
チ
ラ
シ
・

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
全
体
説
明
会
の

開
催
案
内
文
書
の
配
布
、広
報
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
も
あ
っ
た
が
、

反
応
や
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

６
月
の
伊
深
小
学
校
「
ほ
ほ
え
み

参
観
日
」
を
３
人
の
年
長
児
童
の
保
護

者
が
見
学
さ
れ
、
説
明
会
の
日
程
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
も
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

９
・
10
月
に
は
、
伊
深
・
三
和
小
学
校

と
も
に
、
ほ
ほ
え
み
参
観
日
の
ほ
か
、
小

学
校
の
参
観
、
体
験
入
学
に
適
宜
対
応

し
た
。10
月
か
ら
は
、受
付
け
を
開
始
し
、

11
月
の
面
接
に
て
通
学
可
否
を
確
認
し

12
月
に
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
４
月
か
ら
、
両
校
に

各
１
人
市
費
に
よ
る
常
勤
講
師
を
加
配

し
、小
規
模
校
で
の
少
人
数
教
育
を
行
っ

て
お
り
、今
後
は
、児
童
一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
貸
与
し
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
教
育
推
進

の
モ
デ
ル
校
と
す
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

　

引
き
続

き
、
両
校

の
教
育
の

特
色
を
引

き
出
し
、

Ｐ
Ｒ
に
も

努
め
て
い

き
た
い
。

民
生
児
童
委
員 牧
田 

秀
憲
議員

問　

今
年
で
創
設
か
ら
１
０
０
年
の
歴

史
を
持
つ
民
生
委
員
の
制
度
で
あ
る

が
、
全
国
的
に
も
60
代
以
上
が
８
割

を
占
め
る
な
ど
、
委
員
の
高
齢
化
が

深
刻
で
あ
る
。
制
度
存
続
の
た
め
、

人
員
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い
る

の
か
。

答　

任
用
基
準
は
75
歳
未
満
と
な
っ
て

お
り
、
60
代
の
方
は
十
分
活
躍
で
き
る

年
代
と
考
え
て
い
る
。
現
在
は
、
定
年

退
職
後
の
方
も
多
い
た
め
、
平
均
年
齢

は
高
い
が
、
十
分
活
躍
で
き
る
方
を
選

出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
後
継
者
に

つ
い
て
も
、
地
元
に
精
通
し
、
活
動
で

き
る
方
を
選
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　

緊
急
時
の
災
害
弱
者
の
情
報
共
有

は
、
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
際
の
民
生
児
童
委
員
の

対
応
状
況
は
。

答　

避
難
行
動
要
支
援
者
台
帳
を
、
民

生
児
童
委
員
と
情
報
共
有
し
、
日
頃
の

見
守
り
に
活
用
い
た
だ
き
な
が
ら
、
災

害
時
の
対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
。
台

風
通
過
時
に
は
、
福
祉
課
と
会
長
と
が

連
絡
を
取
り
合
い
、全
委
員
に
周
知
し
、

訪
問
や
声
か
け
、
避
難
案
内
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。

問　

見
守
り
や
生
活
相
談
な
ど
委
員
の

負
担
は
大
き
い
。
負
担
を
減
ら
す
必

要
性
な
ど
具
体
案
は
。

答　

民
生
委
員
法
で
は
１
２
０
～

２
８
０
世
帯
に
民
生
児
童
委
員
１
名
の

選
出
を
基
準
と
し
て
い
る
が
、
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
た
弾
力
的
な
定
数
設
定

が
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
本
市
で
も

１
自
治
会
の
世
帯
数
や
行
動
範
囲
の
面

積
な
ど
か
ら
、
基
準
以
上
・
以
下
の
地

区
が
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
な
お
、

昨
年
12
月
の
改
選
期
に
は
、
１
０
０
名

か
ら
１
０
２
名
に
増
員
し
た
。
改
選
期

前
に
は
地
区
ご
と
に
要
望
を
伺
い
対
応

し
て
い
る
が
、
過
度
な
負
担
の
な
い
よ

う
調
整
を
考
え
て
い
る
。

問　

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
の
現
状
は
。

答　

今
年
度
か
ら
、
基
準
緩
和
型
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
一
定
の
研
修
を
受
け
る

こ
と
で
訪
問
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
が
行
え

る
事
業
等
を
進
め
て
い
る
。

問　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
現

状
は
。

答　

介
護
予
防
教
室
を
修
了
さ
れ
た
方

が
、
自
主
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
継

続
し
て
介
護
予
防
に
努
め
、
地
域
サ
ロ

ン
協
力
の
も
と「
地
域
づ
く
り
」「
仲
間

づ
く
り
」
を
兼
ね
た
高
齢
者
の
社
会
参

加
の
場
が
作
ら
れ
て
い
る
。

鳥
獣
被
害
対
策

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

小
規
模
特
認
校
制
度

酒
向 

信
幸
議員

問　

鳥
獣
被
害
対
策
の
取
り
組
み
を
総

合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
、
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面
で
、
交

付
金
を
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
今

後
、
新
た
な
展
開
や
強
化
す
べ
き
こ

と
は
何
か
。

答　

交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
主

に
ネ
ッ
ト
柵
や
檻
・
罠
を
購
入
し
設
置

す
る
な
ど
、
捕
獲
の
推
進
を
今
後
も
継

続
し
て
い
く
。
ま
た
、
捕
獲
の
効
率
性

を
高
め
る
た
め
、
被
害
多
発
箇
所
の
鳥

獣
の
把
握
と
そ
の
内
容
に
合
わ
せ
た
捕

獲
が
で
き
る
よ
う
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ

の
購
入
も
検
討
し
て
い
る
。

問　

今
年
度
、
予
算
化
さ
れ
た
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
の
活
動
内
容
及
び
効

果
は
。
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
で
の
調
査

の
進
捗
状
況
は
。

答　

猟
友
会
に
、
猿
の
多
い
地
域
の
朝

夕
の
巡
回
、追
い
払
い
や
捕
獲
の
実
施
、

休
日
や
夜
間
の
緊
急
捕
獲
を
委
託
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
岐
阜
大
学
と
連
携
し
、
地
域

の
方
々
と
と
も
に
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用

し
た
猿
の
追
い
払
い
活
動
の
実
証
実
験

を
予
定
し
て
い
る
。

小規模特認校の説明会（9月20日ほたるの広場）
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対 す るに般一政市 質 問 と 答 弁

公
共
施
設
等
の
総
合
管
理

柘
植 

宏
一
議員

問　

公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
で
は
保

育
園
の
施
設
更
新
が
優
先
順
位
２
位

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
下
古
井

交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
も
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
古
井
第
二

保
育
園
と
の
複
合
施
設
化
も
議
論
に

上
が
っ
て
い
た
が
、
個
別
計
画
策
定

の
進
捗
状
況
と
概
要
は
。

答　

下
古
井
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
、
解
体
設
計
を
行
い
、
再

来
年
度
に
解
体
工
事
を
計
画
し
て
お

り
、
補
完
施
設
と
し
て
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
や
文
化
会
館
を
考
え
て
い
る
。

古
井
第
二
保
育
園
は
、
平
成
21
年
度
に

耐
震
補
強
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
老
朽

化
が
激
し
く
、
早
期
の
対
応
が
必
要
で

あ
る
。
保
育
園
の
施
設
整
備
に
つ
い
て

は
、
保
育
園
単
体
で
は
な
く
、
市
全
体

を
み
て
、
再
配
置
及
び
統
合
も
視
野
に

入
れ
、
進
め
て
い
く
。

問　

可
児
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
指
定

管
理
の
も
と
、
年
末
年
始
以
外
は
、

夜
10
時
ま
で
利
用
可
能
と
し
て
い

る
。
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

基
本
方
針
か
ら
考
え
て
も
、
本
市
も

総
合
福
祉
会
館
の
利
用
拡
大
を
図
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

総
合
福
祉
会
館
は
、
高
齢
者
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
福
祉
関
係
団
体
が
一
体

と
な
っ
て
利
用
で
き
る
地
域
福
祉
活
動

の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
現

状
で
も
、
利
用
者
は
増
加
傾
向
に
あ
る

が
、
利
用
対
象
者
を
拡
大
す
る
考
え
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
開
館
時
間
・
休
館

日
に
つ
い
て
も
、
利
用
拡
大
の
要
望
は

特
に
聞
い
て
い
な
い
。

問　

あ
い
愛
バ
ス
の
運
行
拡
大
と
い
う

イ
ン
フ
ラ
投
資
も
あ
り
、
今
後
も
、

限
ら
れ
た
施
設
の
有
効
活
用
が
重
要

と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

答　

図
書
館
、
体
育
館
も
含
め
、
利
用

拡
大
を
進
め
て
い
く
。
総
合
福
祉
会
館

に
つ
い
て
も
、
指
定
管
理
者
と
の
協
議

を
通
し
て
検
討
し
て
い
く
。

高
井
　 

厚
議員

優
良
農
地
の
維
持
・
向
上
に
向
け
て

問　

農
業
と
言
え
ば
米
作
り
が
軸
と
な

る
が
、
そ
の
将
来
に
不
安
を
抱
く
人

は
少
な
く
な
い
。
先
ず
は
担
い
手
問

題
で
あ
る
。
後
継
者
が
な
く
耕
作
を

断
念
す
る
人
、
知
り
合
い
・
団
体
・

企
業
に
委
ね
る
人
が
出
て
い
る
。
耕

作
放
棄
地
は
荒
れ
て
い
く
か
、
転
用

に
向
か
っ
て
い
く
。
畑
も
大
切
な
農

地
だ
が
、
そ
の
状
況
の
悪
さ
は
田
以

上
か
も
し
れ
な
い
。
作
物
を
作
ら
な

い
畑
が
目
に
つ
き
、
そ
こ
に
繁
茂
す

る
草
を
ト
ラ
ク
タ
ー
が
巻
き
込
ん
で

い
く
。
行
政
の
一
歩
進
ん
だ
働
き
か

け
を
願
う
。

　
　

市
内
の
農
地
面
積（
田
・
畑
別
）は

10
年
前
と
比
べ
て
ど
う
か
。

答　

昨
年
度
の
実
地
調
査
の
結
果
、
田

8
3
0
ha
、
畑
8
1
4
ha
で
あ
っ
た
。	

平
成
19
年
度
は
、
田
8
6
1
ha
、
畑

8
8
7
ha
で
あ
っ
た
の
で
、
市
内
の
農
地

と
し
て
、
田
は
31	

ha（
約
４
％
）、
畑
は

73	

ha（
約
８
％
）減
少
し
て
い
る
。

問　

米
の
作
付
面
積
の
現
状
は
。

答　

米
の
安
定
的
な
生
産
の
た
め
、
経

営
所
得
安
定
対
策
事
業
で
把
握
し
て
い

る
米
の
作
付
面
積
は
、
4
7
1
ha
で
あ

る
。
同
事
業
が
始
ま
っ
た
平
成
25
年
度

の
面
積
は
5
1
2
ha
で
あ
っ
た
の
で
、

41	

ha（
約
８
％
）減
少
し
て
い
る
。

問　

農
業
の
保
全
・
管
理
を
市
で
は
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

答　

以
前
よ
り
問
題
点
と
し
て
い
る

が
、
本
市
は
比
較
的
小
規
模
な
農
地
が

多
く
、
ま
た
、
農
地
は
財
産
と
い
う
考

え
の
所
有
者
も
多
い
。
そ
の
た
め
、
農

地
の
集
約
が
進
ま
ず
、
農
業
の
大
規
模

化
や
効
率
化
が
進
ま
な
い
状
況
で
あ

る
。
ま
た
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
等
に
よ
り
、
耕
作
放
棄
地

な
ど
十
分
管
理
さ
れ
て
い
な
い
農
地
が

増
加
し
て
い
る
。

問　

集
落
営
農
組
織
づ
く
り
の
動
き

は
、
本
市
に
あ
る
か
。

答　

三
和
町
川
浦
地
区
に
て
、
地
域
の

農
業
を
守
り
継
続
し
て
い
く
手
法
の
一

つ
と
し
て
、
集
落
営
農
組
織
づ
く
り
の

可
能
性
に
つ
い
て
、
地
域
の
方
々
と
Ｊ

Ａ
、
県
、
市
も
交
え
て
検
討
し
て
い
る
。

問　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に
、
市

単
独
で
の
上
乗
せ
の
考
え
は
。

答　

現
在
、
農
業
用
資
源
保
全
管
理
活

動
補
助
金
を
設
置
し
、
農
業
環
境
保
全

に
支
援
す
る
体
制
を
と
っ
て
お
り
、
交

付
金
へ
の
さ
ら
な
る
上
乗
せ
は
考
え
て

い
な
い
。

下古井交流センター

総
合
福
祉
会
館
の
利
用
拡
大
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対 す るに般一政市 質 問 と 答 弁

新
庁
舎
建
設 片
桐 

美
良
議員

問　

市
民
に
庁
舎
建
設
の
意
見
を
求
め

る
際
、
色
々
な
事
業
手
法
が
あ
る
こ

と
を
説
明
し
た
上
で
、
市
民
か
ら
の

意
見
を
求
め
る
べ
き
で
な
い
か
。
従

来
型（
新
設
）あ
り
き
で
進
ん
で
い
な

い
か
。

答　

多
く
の
市
民
か
ら
広
く
純
粋
な
意

見
や
夢
を
求
め
る
こ
と
に
徹
し
て
い

る
。
今
後
は
、従
来
型
に
と
ら
わ
れ
ず
、

い
く
つ
か
の
手
法
が
示
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問　

建
設
用
地
の
取
得
費
が
必
要
な
場

合
の
費
用
に
つ
い
て
も
話
題
に
し
て

い
る
か
。

答　

広
く
意
見
を
求
め
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
お
り
、
候
補
地
や
事
業
の
選
定

の
中
で
、
議
論
が
進
む
も
の
と
考
え
て

い
る
。

問　

社
会
医
療
法
人
厚
生
会
に
売
却
し

た
土
地
は
建
設
候
補
地
と
し
て
考
え

ら
れ
な
い
か
。

答　

第
２
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
て
、

庁
舎
が
あ
る
場
所
の
一
つ
と
し
て
選
定

さ
れ
た
が
、
第
３
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
お
い
て
、
こ
の
土
地
は
既
に
売
却
し

た
旨
を
説
明
し
、
参
加
者
の
検
討
に
よ

り
除
外
さ
れ
た
。
質
問
の
趣
旨
の
認
識

は
持
っ
て
い
な
い
。

問　

利
用
促
進
の
た
め
、地
域
あ
い
愛
バ

ス
を
育
む
会（
仮
称
）の
立
ち
上
げ
を

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
様
な
方

に
お
願
い
さ
れ
、そ
の
活
動
内
容
は
。

答　

バ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
を
は
じ
め
、

地
域
住
民
の
方
で
組
織
さ
れ
た
団
体
や

積
極
的
に
協
力
い
た
だ
け
る
地
域
住
民

の
方
が
中
心
と
な
る
組
織
化
を
検
討
し

た
い
。
活
動
と
し
て
は
、
乗
降
の
手
伝
い

な
ど
の
支
援
や
バ
ス
車
内
で
の
歴
史
・
観

光
案
内
、
待
合
環
境
の
整
備
等
の
活
動

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

来
年
度
以
降
の
予
算
は
。

答　

運
行
事
業
者
と
３
年
間
の
協
定

で
、
来
年
度
は
１
億
２
，
３
５
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

問　

事
業
推
進
の
現
状
と
課
題
は
。

答　

こ
れ
ま
で
は
、
商
品
開
発
が
大
半

で
あ
っ
た
。
今
後
は
、
商
品
開
発
と
販

路
を
リ
ン
ク
さ
せ
た
展
開
が
必
要
と
認

識
し
て
い
る
。

問　

ス
イ
ー
ツ
の
ま
ち
美
濃
加
茂
と
し

て
本
格
的
に
発
信
す
る
考
え
は
。

答　

ス
イ
ー
ツ
の
ま
ち
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
は
、
本
市
の
知
名
度
を
高
め
る
貴
重

な
資
源
と
考
え
て
い
る
の
で
、
今
後
も

積
極
的
に
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
下
で
Ｐ
Ｒ

事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

坂
井 

知
足
議員

避
難
情
報
・
避
難
勧
告
等
の

発
令
と
周
知
方
法

問　

災
害
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
時
、

ま
た
、
災
害
が
迫
っ
た
時
な
ど
に
発

令
さ
れ
る
避
難
準
備
情
報
や
避
難
勧

告
、
避
難
指
示
の
発
令
基
準
と
周
知

方
法
は
。

答　

行
政
か
ら
の
避
難
情
報
に
は
、「
避

難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」、「
避

難
勧
告
」「
避
難
指
示（
緊
急
）」が
あ
り
、

本
市
の
場
合
は
、
水
害
や
土
砂
災
害
の

発
生
の
恐
れ
の
あ
る
時
が
対
象
と
な

る
。
発
令
基
準
に
つ
い
て
は
、
水
害
は

木
曽
川
、
加
茂
川
、
川
浦
川
等
の
河
川

に
設
置
さ
れ
た
水
位
観
測
所
に
お
け
る

水
位
に
よ
り
判
断
し
て
い
る
。
土
砂
災

害
で
は
、
大
雨
警
報（
土
砂
災
害
）や
土

砂
災
害
警
戒
情
報
の
発
令
等
に
よ
り
判

断
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
周
知

に
つ
い
て
は
、防
災
行
政
無
線
の
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、す
ぐ
メ
ー
ル
、ツ
イ
ッ

タ
ー
、Ｆ
Ｍ
ら
ら
等
を
活
用
し
て
い
る
。

問　

農
業
後
継
者（
担
い
手
）が
不
足
す

る
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
の

一
つ
と
し
て
集
落
営
農
が
あ
る
が
、

本
市
の
現
状
は
。
ま
た
、
近
年
の
会

社
法
人
等
企
業
の
農
業
参
入
の
状

況
は
。

答　

集
落
営
農
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

市
内
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、
三
和
町

川
浦
地
区
に
お
い
て
、
地
域
住
民
と
Ｊ

Ａ
、
県
、
市
の
間
で
話
し
合
い
を
始
め

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
企
業
の
農

業
へ
の
参
入
に
つ
い
て
は
、
ゴ
ル
フ
場

経
営
企
業
が
、農
業
法
人
を
立
ち
上
げ
、

市
の
認
定
農
業
者
と
な
り
、
山
之
上
町

等
で
農
業
経
営
を
し
て
い
る
。

問　
「
空
き
家
バ
ン
ク
」と
は
、
空
き
家

に
関
す
る
情
報
を
登
録
し
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
本
市
の
本
制
度
創
設
に

向
け
た
取
り
組
み
と
、
こ
れ
に
よ
る

今
後
の
期
待
は
。

答　

空
き
家
バ
ン
ク
の
創
設
と
運
用
に

つ
い
て
は
、
空
き
家
等
の
解
消
の
み
で

な
く
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
仕

組
み
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

現
在
は
、
制
度
の
内
容
を
協
議
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
今
後
は
、
制
度
の
運
用

を
調
整
し
、
今
年
度
中
に
創
設
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
併
せ
て
、
今
後
の
本

制
度
を
活
用
し
、
移
住
定
住
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
い
る
。

あ
い
愛
バ
ス
事
業

空
き
家
バ
ン
ク
の
創
設
と
運
用

食
の
ブ
ラ
ン
ド
事
業

集
落
営
農
の
促
進
と

企
業
の
農
業
へ
の
参
入

みのかも市議会だより
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29
日

議
会
運
営
委
員
会

予
算
決
算
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

30
日

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立

30
周
年
記
念
式
典

10
月1

日

あ
い
愛
バ
ス
再
編
運
行
記
念
式
典

4
日

県
老
人
ク
ラ
ブ
軽
ス
ポ
ー
ツ
中
濃

ブ
ロ
ッ
ク
大
会

5
日

全
国
市
議
会
議
長
会
国
会
対
策
委
員
会

（
東
京
都
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

6
日

県
社
会
教
育
推
進
大
会
可
茂
地
区

社
会
教
育
振
興
大
会
全
体
会

7
日

花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園「
秋
の
バ
ラ
ま
つ
り
」

「
モ
ロ
ッ
コ
デ
イ
」開
会
式（
可
児
市
）

10
日

市
防
災
会
議
及
び
国
民
保
護
協
議
会

11
日

予
算
決
算
特
別
委
員
会
事
業
評
価
市
長
提
言

14
日

市
戦
没
者
追
悼
・
平
和
祈
念
式

15
日

お
ん
祭
M
I
N
O
K
A
M
O
秋
の
陣

16
日

美
濃
加
茂
市
・
富
加
町
中
学
校
組
合
議
会

（
富
加
町
）

17
日

可
茂
衛
生
施
設
利
用
組
合
新
火
葬
場

整
備
運
営
事
業
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭

18
日

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

19
日

市
健
寿
連
合
会
福
祉
大
会

20
日

市
議
会
第
1
回
臨
時
会

21
日

市
社
会
福
祉
大
会

26
日

議
会
運
営
委
員
会

新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

28
日

市
文
芸
祭
表
彰
式

29
日

市
防
災
訓
練

31
日

文
教
民
生
常
任
委
員
会
協
議
会

8
月2

日

予
算
決
算
特
別
委
員
会
分
科
会

3
日

可
茂
地
域
一
部
事
務
組
合
議
会
臨
時
会

4
日

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

5
日

お
ん
祭
M
I
N
O
K
A
M
O
夏
の
陣

6
日

県
消
防
操
法
大
会（
瑞
穂
市
）

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会

あ
じ
さ
い
ま
つ
り
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

16
日

新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

23
日

県
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
会
長

連
絡
協
議
会（
岐
阜
市
）

24
日

市
木
曽
川
右
岸
用
水
土
地
改
良
区

臨
時
総
代
会

25
日

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

定
例
会（
岐
阜
市
）

28
日

議
会
運
営
委
員
会

国
道
41
号
美
濃
加
茂
・
下
呂
間
強
靭
化

推
進
同
盟
会
定
期
総
会（
七
宗
町
）

29
日

洞
戸
川
辺
間
主
要
地
方
道
改
良
整
備

促
進
期
成
同
盟
会

県
道
上
野
関
線
改
良
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
通
常
総
会（
美
濃
市
）

30
日

市
議
会
第
3
回
定
例
会（
〜
9
月
22
日
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

美
濃
加
茂
市
富
加
町
中
学
校
組
合
議
会

臨
時
会（
富
加
町
）

9
月11

日

共
同
募
金
会
美
濃
加
茂
市
支
会
監
査

15
日

共
同
募
金
会
美
濃
加
茂
市
支
会
理
事
会

26
日

予
算
決
算
特
別
委
員
会

市
立
小
学
校
及
び
中
学
校
通
学
区
域審議

会

27
日

岡
山
県
笠
岡
市
議
会
行
政
視
察

28
日

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
要
望
受
付

議
　
会
　
日
　
誌
　（
主
な
も
の
）

「道路整備事業に係る国の財政上の
特別措置に関する法律」の補助率等の
嵩上げ措置の継続を求める意見書

全国森林環境税の創設を求める意見書

　道路は、日常生活をはじめ経済・社会活動、防災対策等を
支える重要な社会基盤となっている。本市は、古くから交通
の要衝として栄え、近年では、東海環状自動車道や国道の整
備により、全国へのネットワークの構築や地域連携が進むな
ど、道路整備により絶大なストック効果が生み出されている。
　また、毎年のように発生する自然災害等の復旧・復興に大
きな役割を担っている。
　本市においては、豊かで安心・安全な地域づくりのために、
道路整備の更なる推進が必要不可欠となっている。
　よって、国においては、「道路整備事業に係る国の財政上
の特別措置に関する法律」の補助率等の嵩上げ措置について
は、平成30年度以降も継続するよう強く要望する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成29年8月30日
岐阜県美濃加茂市議会

提出先	 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
	 総務大臣、財務大臣、国土交通大臣

　本市の森林面積は、2,965ヘクタールで、全体面積の約40%を占めている。

　森林は、木材の供給だけでなく、人々の生活に欠かせない水源としての機能や、

土壌を維持し土砂災害等から里を守るなど公益的機能を有するとともに、二酸化

炭素を吸収し固定する機能があり、地球温暖化の防止にも貢献している。

　また、本市は、「孫子の代まで住み続けられるまち」を目指し、平成25年

度に「里山千年構想」を策定し、平成26年度から岐阜県の「清流の国ぎふ森

林・環境税」も活用しながら、市内すべての里山を昔の里山風景に再生・

維持管理することで、持続可能な里山整備を目指しているところである。

　現在、国においては、市町村主体の森林整備を進めるための新たな財源

として「森林環境税（仮称）」の創設に向けて、検討が進められている。

　よって、国におかれては、地方が継続的に森林の整備・保全に取り組め

るよう、次の事項について強く要望する。

記

1　恒久的かつ安定的な財源の確保に向けて、全国森林環境税を早期に創

設すること。

2　創設に当たっては、国・都道府県・市町村の森林整備の役割分担を明確にす

るとともに、税財源のあり方を適正に整理し、本県が既に導入している森林環

境税との関係についても、二重課税とならないよう、十分に配慮すること。

3　事業主体となる市町村の体制整備に向け、十分な支援を行うこと。

4　間伐のみでなく、境界の明確化や路網整備、間伐材の利用など、幅広

く使途に加えるよう検討すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成29年9月22日

岐阜県美濃加茂市議会

提出先	 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、

	 農林水産大臣、経済産業大臣、環境大臣

可 決 さ れ た 意 見 書・誌日会議

可決された意見書

みのかも市議会だより
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津
田
左
右
吉
博
士
記
念
室
へ
も
伺
い
、

両
博
士
に
関
係

す
る
品
々
や
展

示
品
、
現
在
も

利
用
さ
れ
て
い
る

図
書
等
を
拝
見

す
る
こ
と
が
で

き
、
偉
大
な
足

跡
を
改
め
て
確

認
で
き
ま
し
た
。

7
月
12
日

義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て（
横
浜
市
霧

が
丘
学
園
）

　

義
務
教
育
学
校
と
は
、
小
中
学
校
を

一
つ
の
組
織
と
し
て
い
る
学
校
で
す
。

霧
が
丘
学
園
は
、
宅
地
開
発
に
伴
い
人

口
が
増
え
開
校
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成

期
に
な
っ
て
子
ど
も
が
減
り
、
統
合
し

て
小
中
一
貫
校
と
な
り
ま
し
た
。
児
童

生
徒
の
交
流
に
よ
り
、
相
互
に
良
い
効

果
が
生
ま
れ
て
お
り
、
自
己
有
用
感
が

育
成
さ
れ
る
環
境
で
し
た
。

　

教
員
も
、授
業

の
乗
り
入
れ
の

時
間
割
の
工
夫

や
小
学
部
の
教

員
が
中
学
部
の

部
活
動
に
参
加
、

指
導
を
行
う
な

ど
の
取
り
組
み
が

み
ら
れ
ま
し
た
。

視 察 の政行 報 告

今
後
の
学
校
教
育
、
郷
土
の
偉
人
、
高

齢
者
福
祉
に
つ
い
て
視
察

7
月
10
日

新
し
い
総
合
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い

て（
横
須
賀
市
役
所
）

　

横
須
賀
市
都
市
部
で
は
高
齢
化
が
進

み
、
昨
年
か
ら
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
は
、
介
護
予
防
と
生
活
支
援
の
２

つ
で
、
要
介
護
の
重
度
の
方
は
専
門
職

の
方
に
、
要
支
援
の
方
は
身
近
な
方
に

支
援
を
受
け
、
地
域
で
支
え
合
い
を
つ

く
っ
て
い
く
も
の
で
、
同
時
に
地
域
づ

く
り
も
目
指
す
も
の
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
「
横
須
賀
市
住
民
主
体

型
訪
問
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
、
地
域
の

有
志
が
日
常
生
活
の
困
り
ご
と
を
有
償

で
手
助
け
す
る
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
行
政
も
そ
う
い
っ
た
活
動
の
交
付
金

等
、
補
助
的
に
事
業
を
支
え
て
い
ま
し

た
。
本
市

も
同
様
に

高
齢
化
が

進
ん
で
お

り
、
こ
の

よ
う
な
支

援
の
体
制

の
確
立
が

急
務
と
感

じ
ま
し
た
。

7
月
11
日

道
徳
科
に
つ
い
て（
川
崎
市
浅
田
小
学
校
）

　

来
年
度
か
ら
道
徳
が
教
科
化
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
昨
年
度
か
ら
研
究
推
進

校
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
学
校
を
視

察
し
ま
し
た
。
実
施
に
あ
た
り
、
児
童

文
教
民
生
常
任
委
員
会
と
企
画
建
設
常
任
委
員
会
が
、
先
進
的
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
自
治
体
等
を
訪
問
し
、
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

行
政
視
察
を

行
い
ま
し
た

報
告文

教
民
生
常
任
委
員
会

の
実
態
を
教
員
同
士
で
話
し
合
い
、
課

題
を
見
つ
け
、
そ
の
課
題
が
解
決
で
き

る
よ
う
な
内
容
で
取
り
組
む
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
規
模
な
学
校
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
こ
と
で
、

日
常
生
活
を
通
し
て
、
様
々
な
人
と
の

関
わ
り
を
大
切
に
し
、
他
者
理
解
を
高

め
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
、
授
業
を
展

開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
の
最
初
一
年
間
は
と
に
か

く
大
変
だ
っ
た
と
伺
い
ま
し
た
が
、
授

業
内
容
の

工
夫
や
指

導
案
検
討

会
、
研
究

授
業
の
実

施
な
ど
積

極
的
な
取

り
組
み
が

行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

坪
内
逍
遥
博
士
・
津
田
左
右
吉
博
士
に

つ
い
て（
早
稲
田
大
学
）

　

本
市
出
身
の
偉
人
で
あ
る
両
博
士
や

ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
に
つ
い
て
学
芸
員

か
ら
説
明
を
受
け
、
會
津
八
一
記
念
博

物
館
や
大
学
の
初
代
総
長
で
あ
る
大
隈

重
信
記
念
室
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

坪
内
逍
遥
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
、

みのかも市議会だより
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災
害
時
の
対
応
、
地
域
産
業
の
活
性
化

に
つ
い
て
視
察

7
月
11
日

地
方
創
生
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て（
岩
手
県
一
関
市
役
所
）

　

一
関
市
で
は
、
地
方
創
生
と
人
口
問

題
は
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
し
て
、
そ
の
中
で
も
地
域
の
課

題
で
あ
る
人
口
減
少
は
、
自
治
体
が
地

域
に
あ
っ
た
施
策
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実

施
し
、
元
気
で
活
力
あ
る
も
の
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す

る
施
策
を
行
い
、
一
方
で
は
若
い
子
育

て
世
代
に
手
厚
い
支
援
を
す
る
と
同
時

に
、
高
齢
者
に
や
さ
し
い
対
策
を
行
う
こ

と
で
人
口

減
少
を
緩

や
か
な
も

の
と
す
る

等
、
し
っ

か
り
と
着

実
に
施
策

を
推
進
さ

れ
て
い
ま

し
た
。 企

画
建
設
常
任
委
員
会

7
月
12
日

災
害
時
の
後
方
支
援
に
つ
い
て（
岩
手

県
遠
野
市
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
）

　

遠
野
市
は
内
陸
部
に
位
置
し
、
東
日

本
大
震
災
時
に
は
、
後
方
支
援
拠
点
と

し
て
重
要
な
役
割
を
発
揮
さ
れ
ま
し

た
。
震
災
前
か
ら
独
自
で
「
後
方
支
援

拠
点
施
設
整
備
構
想
」を
ま
と
め
ら
れ
、

周
辺
自
治
体
と
協
議
を
重
ね
、
防
災
訓

練
等
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
当
日
は
、
震
度
5
強
の
揺
れ
を

観
測
し
、
本
庁
舎
中
央
館
は
全
壊
、
市

内
の
50
カ
所
の
避
難
所
に
2
千
人
を
超

え
る
避
難
者
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
運
動
公
園
等
の
開
放
を
指
示
し
、

午
後
5
時
40
分
に
は
各
援
助
隊
等
を
受

入
れ
、
災
害
時
の
後
方
支
援
拠
点
地
と

し
て
、
機
能
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
市
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
周
辺
自

治
体
と
協
力
す
る
努
力
は
惜
し
ん
で
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

災
害
時
の
対
応（
B
C
P
・
復
旧
作
業
）

に
つ
い
て（
岩
手
県
宮
古
市　

三
陸
鉄

道
本
社
）

　

発
災
か
ら
早
期
復
旧
を
と
げ
た
、
三

陸
鉄
道
㈱
の
、
初
期
対
応
か
ら
復
旧
ま

で
の
活
動
に
つ
い
て
、
震
災
発
生
当
時

か
ら
対
応
さ
れ
た
職
員
に
話
を
伺
う
こ

と
で
、
災
害
時
の
対
応
を
参
考
と
す
る

目
的
で
視
察
し
ま
し
た
。
被
災
し
た
事

業
者
の
生
の
声
を
聴
き
、
や
は
り
事
前

準
備
の
必
要
性
と
素
早
い
対
応
が
早
期

復
旧
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
し
た
が
、

同
時
に
、
復
興
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の

時
間
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
ま

し
た
。

　

本
市
も
長
良
川
鉄
道
の
運
営
に
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
一
度
災
害

対
応
等
に
対
す
る
会
社
と
し
て
の
備
え

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
事
前
準
備
等

へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
必
要
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

7
月
13
日

起
業
化
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て（
岩
手
県

花
巻
市
起
業
化
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
市
が
企
業
誘
致

政
策
に
加
え
、
新
た
な
振
興
策
が
必
要

と
考
え
、
平
成
8
年
度
に
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
企
業
誘
致
と
内
発
型
振
興
策
の

二
本
柱
を
有
機
的
に
連
携
し
た
産
業
振

興
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
工
業
団
地
の
近
く

に
貸
し
工
場
、
3D
プ
リ
ン
タ
ー
や
3
次

元
測
定
器
な
ど
最
新
の
設
備
を
所
有

し
、
工
業
団
地
に
進
出
す
る
企
業
に
有

料
で
貸
し
出
し
支
援
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
貸
し
工
場
は
最
長
5
年
間

借
り
る
事
が
で
き
、
セ
ン
タ
ー
の
中
に
ビ

ジ
ネ
ス
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
施
設
も
あ
り
、

2
階
は
貸
部
屋
、
1
階
に
は
談
話
室
、

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
を
設
置
し
若
年
者
の
就
職

支
援
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

視 察 の政行 報 告
みのかも市議会だより

19



み
の
か
も
市
議
会
だ
よ
り

N
o.171

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 http://gikai.city.m

inokam
o.gifu.jp

■
メ

ー
ル

　
gikaigoiken@

city.m
inokam

o.lg.jp
■

TE
L(0574)25-2111内

線
281    FA

X
(0574)28-1106

■
発

行
　

美
濃

加
茂

市
議

会
■

編
集

　
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
　

　
　

　
〒

505-8606 岐
阜

県
美

濃
加

茂
市

太
田

町
3431-1

次の定例会の予定
平成29年市議会第4回定例会
	 12月	1日（金）	 初　　日
	 11日（月）	 一般質問
	 12日（火）	 一般質問
	 13日（水）	 質　　疑
	 21日（木）	 最	終	日

場所：市役所本庁舎3階	議場	

時間：午前9時から（最終日は委員会終了後）
※日程は都合により変更となる場合があります。
　詳細は議会事務局までお問い合わせください。

　次回の議会だよりは、平成30年2月1日を予定しています。ご意見ご感想は、市議会ホームページ（ご意見・
アンケート）、はがき、ファックス、メールにてお寄せください。

　9月22日に閉会した今回の定例会では、自然災害に関し、
その防災や事後対応などについての一般質問が多くありまし
た。7月14日の豪雨災害、8月の台風15号の被害と連続し、
台風18号も本市に影響を与えました。暴風、ゲリラ豪雨、土砂
崩れ、河川の氾濫、地震など、他人事で済ませてはなりません。
　防災や減災対策を充実させながら、自助・共助・公助とい
う事後対応も真に機能するようにしていかなくてはと、意を
新たにした次第です。
　さて、10月からは新「あい愛バス」が運行を始めています。
市民の皆さんに可愛がられ、親しみを持たれるバスとなって
いくことを願っています。

髙井　厚

編集後記
平
成
29年

11月
1日

― 議会による事業評価 ―
今年度の提言を行いました。
　市議会では、昨年度から「予算決算特別委員会」を設置し、予算と決算の総合的・一体
的な審査を行っています。その活動の一環として、議会が市の各事業を個別にチェック
する「事業評価」に取り組んでいます。

　今年度も、対象事業の抽出やそれぞれの事業に対する評価などについ
て審議を重ね、10事業について、議会としての意見を付し、市長に直接
提言しました。これらの提言が、執行部において十分に検討がなされ、
来年度の予算や各事業の取り組みに反映されることを求めています。
　今後も、この提言に基づく予算や事業への反映について、執行部から
報告を求めるとともに、引き続き調査を行っていきます。

活動
ピックアップ

事　　業　　名 評価 提　言　の　主　な　内　容　

包括的支援事業 拡充 ・市民に包括支援センターの更なる啓蒙・アピール
・更なる対象者の掘り起こし

子育て支援事業 拡充
・子育て包括支援センターの創設
・子育て支援サポーターを養成し、民間活用を推進
・インターネットでの子育て支援施策を検索しやすくする
・カミーノ事業の充実

自治会活動推進事業 拡充 ・まちづくり協議会そのものの意義・役割など、PRの工夫・充実
・まちづくり条例の早急な策定

MT夢クラブ21活動推進事業 廃止 ・行政から切り離し、新たな枠組みのもとで団体独自の活動に任せる
・子どもの参加する活動団体に対する個別の優遇措置の継続・拡充

放課後児童健全育成事業
学童保育待機者解消事業 拡充 ・市民全体の放課後居場所事業の拡大

・地域の大人と学び、コミュニケーションが図れる場所の創出

市内観光推進事業 継続 ・観光資源の掘り起こし
・事業を統合し、より効果的な施策を

学校給食地産地消推進事業 拡充 ・生産者が安心して生産できる体制づくり
・地元産の使用促進

空き家対策事業 継続
・空き家対策計画の推進
・税の軽減と事業の周知対策
・空き家をつくらない政策の推進

防災意識高揚事業 継続
・過去の災害の検証と対策
・自主防災組織の強化・充実の働きかけ
・参加型研修会を開催し、防災教育を推進
・災害ボランティアへの対応訓練や救援物資の受け渡し訓練などの実施

シティプロモーション事業 継続 ・市内出身著名人の顕彰及び連携を図り、全国に発信
・「夕雲の城」などの大河ドラマ化

〈 平成29年度　議会による事業評価　提言一覧 〉
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